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第１章　調査の概要

１．調査の目的

この調査は、本市にお住いの障がいのある人などに日常生活と社会生活の実態や福祉サービス等に対する意向等をお聞きし、平成30年度からの「岐阜市障害者計画」や「岐阜市障害福祉計画」等を策定するための基礎資料とすることを目的としています。

２．調査の期間

平成28年11月１日（調査基準日）から平成28年11月30日まで

３．調査の対象及び方法

	区　　分
	身体障がい

	
	視覚障がい
	聴覚等障がい
	言語等障がい
	肢体不自由
	内部障がい

	調査対象
	18歳以上の身体障害者手帳所持者

	調査方法
	調査対象を台帳等より抽出し、郵送により調査票を配布・回収


	区　　分
	知的障がい
	精神障がい
	指定難病
	手帳未所持
	障がい児

	調査対象
	18歳以上の
療育手帳
所持者
	18歳以上の
精神障害者
保健福祉手帳
所持者
	18歳以上の
特定医療費
（指定難病）
受給者証
所持者
	18歳以上の
障害者手帳等
未所持かつ
障害福祉ｻｰﾋﾞｽ
等受給者証
所持者
	18歳未満の
障害者手帳等所持者及び
未所持かつ

通所受給者証
所持者

	調査方法
	調査対象を台帳等より抽出し、郵送により調査票を配布・回収


４．回答の状況

	区　　　分
	身体障がい

	
	視覚障がい
	聴覚等障がい
	言語等障がい
	肢体不自由
	内部障がい

	配　布　数
	305
	289
	40
	984
	998

	回　収　数
	151
	130
	17
	501
	560

	有効回答数
	151
	130
	17
	501
	559

	有効回答率
	49.5％
	45.0％
	42.5％
	50.9％
	56.0％


	区　　　分
	知的障がい
	精神障がい
	指定難病
	手帳未所持
	障がい児
	合計

	配　布　数
	452
	449
	454
	57
	825
	4,853

	回　収　数
	244
	233
	256
	26
	383
	2,501

	有効回答数
	240
	232
	253
	26
	382
	2,491

	有効回答率
	53.1％
	51.7％
	55.7％
	45.6％
	46.3％
	51.3％


○本書における留意事項

・回答比率は、各設問の有効回答数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。なお、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が100.0％にならない場合があります。

・複数回答が可能な設問も、有効回答数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示しているため、回答比率の合計が100.0％を超える場合があります。

・無回答は排除して集計しているため、クロス集計の有効回答数（Ｎ）と単純集計の有効回答数（Ｎ）が合致しないことがあります。

※クロス集計とは、設問項目ごとに集計（単純集計）した上で、複数の設問項目を交差して並べ、図表を作成することにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。

・「聴覚等障がい」は聴覚・平衡機能障がい、「言語等障がい」は音声・言語・そしゃく機能障がいを示しています。

・「前回調査」は、本市が平成25年11～12月に実施した「第３次岐阜市障害者計画及び第４期岐阜市障害福祉計画策定アンケート調査」を示しています。

・「富山市調査」は、同格の中核市である富山市が平成25年８月に障がいのある人（手帳未所持者を除く。）2,344人を対象に実施した「富山市障害者計画・障害福祉計画アンケート調査」を示しています。

・「金沢市調査」は、同格の中核市である金沢市が平成25年12月に障がいのある人（指定難病患者、手帳未所持者を除く。）2,330人を対象に実施した「金沢市障害者計画・障害福祉計画アンケート」を示しています。

・「９．考察」における「市民意識調査」は、本市が平成28年11～12月に市民（住民基本台帳登録者）5,100人を対象に実施した「平成28年度市民意識調査」を示しています。なお、これと比較する「障害者等実態調査」は、この調査を示しています。

第２章　回答者の属性等
１．年齢

調査対象者を年齢階層別にみると、身体・精神に障がいのある人では「40～64歳」、知的障がいのある人、手帳未所持者では「18～39歳」、指定難病患者では「65歳以上」の割合が最も高くなっています。また、障がいのある児童では小学生に相当する「６～11歳」の割合が最も高くなっています。

図　2-1　年齢
　　①　障がい者
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　　②　障がい児
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２．性別

性別をみると、言語等機能・内部・知的障がいのある人以外では「女性」の割合の方が高くなっています。特に、言語等機能・内部障がいのある人では「男性」の割合が６割を超え、聴覚等障がいのある人と手帳未所持者では「女性」の割合が６割を超えています。また、障がいのある児童では「男性」の割合が６割を超えています。

図　2-2　性別
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３．家族構成

家族構成を回答者数を含めた人数別にみると、知的障がいのある人で「３人」の割合が最も高いほかは、「２人」の割合が最も高くなっています。また、障がいのある児童では「４人」の割合が最も高くなっています。

平均人数にしても、障がいのある児童で４人程度、そのほかでは２～３人程度となっています。
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図　2-3　家族人数
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図　2-4　平均人数

同居家族をみると、身体に障がいのある人、指定難病患者では「配偶者」の割合が最も高く、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者では「父母・義父母」の割合が最も高くなっています。また、障がいのある児童ではほぼ「父母」で、「兄弟姉妹」の割合も高くなっています。

図　2-5　同居家族

①　身体障がい
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　③　精神障がい
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　⑤　手帳未所持
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⑥　障がい児
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[image: image23.emf]持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 入所施設

その他


４．手帳等級

手帳等級別にみると、身体障害者手帳所持者では「１級」「２級」の合計が53.9％、療育手帳所持者では「Ａ」「Ａ１」「Ａ２」の合計が39.4％、精神障害者保健福祉手帳所持者では「１級」「２級」の合計が84.0％となっています。なお、身体障害者手帳所持者で「１級」「２級」の占める割合は、視覚障がいのある人で65.3％、聴覚等障がいのある人で48.8％、言語等機能障がいのある人で25.0％、肢体不自由者で44.8％、内部障がいのある人で61.0％となっています。

図　2-6　手帳等級
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　　①　障がい者
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[image: image26.emf]利用している 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない 制度のことがよくわからない

その他


[image: image27.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない


[image: image28.emf]家族の中の他の人に支援されたい ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他


[image: image29.emf]父母 兄弟姉妹 祖父母 その他


障がいのある児童では、身体障害者手帳所持者の「１級」「２級」の合計が26.3％、療育手帳所持者の「Ａ１」「Ａ２」の合計が27.0％となっています。

　　②　障がい児

[image: image30.emf]支援を必要とすることがある 支援を必要とすることはない


[image: image31.emf]だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい

その他


単位：％

	区分
	有効回答数（Ｎ）
	身体障がい
	知的障がい
	精神障がい

	
	
	身体障害者手帳　１級
	身体障害者手帳　２級
	身体障害者手帳　３級
	身体障害者手帳　４級
	身体障害者手帳　５級
	身体障害者手帳　６級
	療育手帳　Ａ１
	療育手帳　Ａ２
	療育手帳　Ｂ１
	療育手帳　Ｂ２
	精神障害者保健福祉手帳　１級
	精神障害者保健福祉手帳　２級
	精神障害者保健福祉手帳　３級

	障がい児
	373 
	18.5 
	7.8 
	9.4 
	0.8 
	2.4 
	2.4 
	14.7 
	12.3 
	7.8 
	20.6 
	2.1 
	2.4 
	1.3 


５．障がいの種類等

身体障害者手帳所持者のうち肢体不自由者を障がいの種類別にみると、「下肢」が54.3％と最も高くなっています。また、内部障がいのある人を障がいのある機能別にみると、「心臓」が48.2％と最も高く、次いで、「じん臓」が34.3％、「ぼうこう・直腸」が10.5％となっています。

図　2-7　障がいの種類等

[image: image32.emf]だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい

その他

[image: image33.emf]％
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精神に障がいのある人を症状の種類別にみると、「統合失調症」が43.4％と最も高く、次いで、「うつ病、そううつ病」が31.4％、「発達障がい（自閉症、注意欠陥多動性障がい等）」が11.1％となっています。

③　精神障がい

[image: image34.emf]心臓
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[image: image35.emf]18～39歳 40～64歳 65歳以上


障がいのある児童のうち身体に障がいのある児童を障がいの種類別にみると、「肢体不自由」が60.9％と最も高く、次いで、「内部障がい」が22.7％となっています。

[image: image36.emf]男性 女性

④　障がい児（身体障がい）

６．障がいの重複

障がいの重複状況（手帳等所持者で他の手帳等を所持している人の状況）をみると、身体に障がいのある人では「特定医療費（指定難病）受給者証」をも所持している人が11.0％、「療育手帳」をも所持している人が7.4％などとなっています。一方、「身体障害者手帳」をも所持している知的障がいのある人が16.7％、精神に障がいのある人が18.5％、指定難病患者が20.1％となっています。また、障がいのある児童では「身体障害者手帳と療育手帳」の両方を所持している児童が48.1％となっています。

図　2-8　障がいの重複

①　身体障がい
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②　知的障がい



　③　精神障がい
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[image: image41.emf]区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６

[image: image42.emf]本人 父母 父母以外の家族 その他


④　指定難病



　⑤　障がい児
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[image: image44.emf]知的障がい（

N = 229

）


[image: image45.emf]精神障がい（

N = 201

）
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７．障害支援区分

障害支援区分の認定状況をみると、認定を受けている人の割合は、身体に障がいのある人で9.9％、知的障がいのある人で36.3％、手帳未所持者で21.7％、精神に障がいのある人、指定難病患者ではわずかなどとなっています。

図　2-9　障害支援区分

[image: image47.emf]指定難病（

N = 234

）

　　①　区分認定の有無

[image: image48.emf]手帳未所持（

N = 23

）


認定区分別にみると、「区分４」から「区分６」の合計が、身体に障がいのある人では50.4％、知的障がいのある人では67.9％などとなっています。
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　　②　区分認定の状況
[image: image50.emf]障がい児（

N = 375

）


８．要介護状態区分

要介護状態区分の認定状況をみると、認定を受けている人の割合は、身体に障がいのある人で13.8％、知的障がいのある人で8.8％、精神に障がいのある人で17.7％、指定難病患者で24.4％となっています。

図　2-10　要介護状態区分

　　①　要介護認定区分の有無

[image: image51.emf]障がい児（

N = 373

）


[image: image52.emf]精神障がい（

N = 226

）


このうち要介護の認定を受けている人は、身体に障がいのある人で61.6％、知的障がいのある人で75.0％、精神に障がいのある人で83.3％、指定難病患者で62.7％となっています。
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　　②　区分認定の状況

[image: image54.emf]知的障がい（

N = 198

）


【参考】記入者

アンケートの記入者は、知的障がいのある人では「父母」の割合が最も高いほかは、「本人」の割合が最も高くなっています。

図　2-11　記入者

[image: image55.emf]精神障がい（

N = 200

）

　　①　障がい者
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障がいのある児童では、概ね「父母」となっています。

　　②　障がい児

[image: image57.emf]指定難病（

N = 239

）


[image: image58.emf]障がい児（

N = 181

）


第３章　生活の現状とニーズ
１．住まい

（１）現在の住まい

現在の住まいは、いずれも「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が最も高くなっています。なお、知的障がいのある人では、「入所施設」が8.0％、「グループホーム」が7.6％となっています。

[image: image59.emf]受けている 受けていない わからない

図　3-1　現在の住まいは、どれですか。（○は１つ）
　　①　障がい者

[image: image60.emf]受けている 事業対象者 受けていない わからない


障がいのある児童でも、「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が最も高くなっています。
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　　②　障がい児

前回調査結果と比較すると、知的・精神に障がいのある人で「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が高まっています。なお、知的障がいのある人では「グループホーム」の割合が若干高まる一方、「施設入所」の割合にあまり変化はありません。

[image: image62.emf]支援を必要とすることがある 支援を必要とすることはない

図　3-2　3年前との比較
　　①　障がい者

[image: image63.emf]通常の学級 特別支援学級 特別支援学校


障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が高まっています。

[image: image64.emf]通常の学級 特別支援学級 特別支援学校

　　②　障がい児

[image: image65.emf]仕事をしている 仕事はしていない 通学中、職業訓練中


（２）今後の住まい

今後の住まいについてたずねたところ、いずれも「自宅（家族等と同居）」の割合が最も高くなっています。なお、知的障がいのある人では、「入所施設」が14.0％、「グループホーム」が10.5％となっており、「入所施設」は障がいの等級が上がるにつれて割合が高くなっているものの、「グループホーム」は障がいの等級による差はあまりみられません。また、精神に障がいのある人では「自宅（ひとり暮らし）」が20.1％となっています。

図　3-3　これからの生活をどこで送りたいですか。（○は１つ）
　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、「自宅（家族等と同居）」の割合が最も高くなっているものの、年齢が高くなるにつれて「自宅（ひとり暮らし）」の割合が高くなり、「15～17歳」では9.5％となっています。

　　②　障がい児
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[image: image69.emf]通常の学級 特別支援学校


前回調査結果と比較すると、特に知的障がいのある人で「自宅」の割合が高まる一方、「グループホーム」「入所施設」などの割合が低くなっています。

図　3-4　3年前との比較
　　①　障がい者

[image: image70.emf]平成25年（N = 1,837） 平成28年（N = 1,133）


[image: image71.emf]平成25年（N = 353） 平成28年（N = 191）


※比較のため、平成28年のグラフでは「自宅（家族等と同居）」と「自宅（ひとり暮らし）」を合算し「自宅」で示しています。

障がいのある児童でも、特に知的障がいのある児童で「自宅」の割合が高まる一方、「グループホーム」の割合が低くなっています。

　　②　障がい児

[image: image72.emf]平成25年（N =230） 平成28年（N =183）


[image: image73.emf]平成25年（N = 295） 平成28年（N = 196）


※比較のため、平成28年のグラフでは「自宅（家族等と同居）」と「自宅（ひとり暮らし）」を合算し「自宅」で示しています。

（３）今後の住まいでの生活

今後、自宅で暮らしたい方に、自宅での暮らし方についてたずねたところ、概ね共通して「家族の支援で暮らしたい」の割合が最も高くなっています。また、障がい等級が上がるにつれて概ね「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」の割合が高くなっています。

図　3-5　これから「自宅」で生活をおくられたい方は、これからの生活をどのように送りたいですか。（○は１つ）

[image: image74.emf]身体障がい（N = 1,133） 知的障がい（N = 191） 精神障がい（N = 183）

指定難病（N = 196） 手帳未所持（N = 24）

　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、「家族の支援で暮らしたい」の割合が最も高くなっているものの、年齢が高くなるにつれて概ね「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」の割合が高くなっています。
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　　②　障がい児
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「その他」として、主に表3-6のような記入がありました。

表　3-6　その他（Ｎ＝58）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・施設入所

・施設と家族の支援で暮らしたい

・１人になったら施設でもよい

・家族と支え合いながら暮したい

・健康面などの状況による

	知的障がい
	・施設入所

・親の支援とサービス利用をしながら暮らしたい
・民生委員に世話になりたい

	精神障がい
	・できるだけ１人で、できない分サービスで

・入院していたい
・現実的には「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」けど、気持ちは「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」

	指定難病
	・家族の支援を受けつつ、福祉サービスを併用

	手帳未所持
	・親がいなくなれば施設入所

	障がい児
	・人の支援を受け、１人にはならないようにサポート（相談など）を受けながら、最期は自分で自立していけるとよい

・学生のうちは「家族の支援で暮らしたい」が、その後は「住宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」

・自宅で家族やその他の支援を受け暮らしたい


前回調査結果と比較すると、特に知的障がいのある人と指定難病患者で「家族の支援で暮らしたい」の割合が低くなる一方、「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」の割合が高まっています。
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図　3-7　3年前との比較
　　①　障がい者
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障がいのある児童では、特に身体・知的障がいのある児童で「家族の支援で暮らしたい」の割合が低くなる一方、「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」の割合が高まっています。

　　②　障がい児
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２．生活支援

（１）支援の状況

日常生活での支援の状況についてたずねたところ、内部障がいのある人と指定難病患者を除き、いずれも「支援を必要とすることがある」の割合が高く、特に視覚障がいのある人と知的障がいの人では７割を超えています。また、障がい等級が上がるにつれて概ね「支援を必要とすることがある」の割合が高くなっています。

図　3-8　日常生活で支援を必要とすることがありますか。
　　①　障がい者
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[image: image84.emf]％
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障がいのある児童では、指定難病を除き、「支援を必要とすることがある」の割合が特に高くなっています。
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　　②　障がい児
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（２）支援者

主な支援者は、身体に障がいのある人と指定難病患者で「配偶者」、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者で「父母・義父母」の割合が最も高くなっています。なお、このほか回答者の年齢が高くなるにつれて、身体に障がいのある人と指定難病患者では「子ども・子どもの配偶者」、知的障がいのある人では「兄弟姉妹」、精神に障がいのある人では「配偶者」の割合が高くなっています。

図　3-9　いつも支援してくれる方は、どなたですか。（○は１つ）
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障がいのある児童では、概ね「父・母」になっています。
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　　②　障がい児
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（３）支援者の年齢

主な支援者の年齢は、「60歳代」以上が身体に障がいのある人で51.9％、知的障がいのある人で42.5％、精神に障がいのある人で70.7％、指定難病患者で64.3％、手帳未所持者で16.6％となっています。

図　3-10　いつも支援してくれる方の年齢は。

　　①　障がい者
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障がいのある児童では、「30歳代」「40歳代」の割合が高くなっています。
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　　②　障がい児

[image: image94.emf]N =

225    精神障がい 20.0

64.0 12.9 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%


（４）将来の支援のあり方

前述のとおり、「60歳代」以上の支援者が多い中、高齢や病気などで、将来支援してもらえなくなった際の暮らし方についてたずねたところ、聴覚等・知的障がいのある人以外で「ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい」、聴覚等障がいのある人で「家族の中の他の人に支援されたい」、知的障がいのある人で「施設に入所したい」の割合が最も高くなっています。なお、年齢が高くなるにつれて概ね「家族の中の他の人に支援されたい」の割合が低くなっています。

図　3-11　いつも支援してくれる方が高齢、病気などで、将来支援してもらえなくなった場合、どうしたいと思いますか。（○は１つ）
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障がいのある児童では、「家族の中の他の人に支援されたい」の割合が最も高くなっています。なお、年齢が高くなるにつれて概ね「家族の中の他の人に支援されたい」の割合が低くなっています。
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　　②　障がい児

[image: image97.emf]N =

1,297

視覚障がい 146

聴覚等障がい 122

言語等障がい 16

肢体不自由 477

内部障がい 536

１級 457

２級 223

３級 273

４級 192

５級 69

６級 57

231

A 10

A1 42

A2 37

B１ 83

B2 46

242

１級 43

２級 135

３級 27

242

26

   身体障がい

   知的障がい

   精神障がい

   指定難病

   手帳未所持



79.6

57.5

85.2

56.3

73.0

90.9

72.6

73.5

87.2

88.5

33.8

89.5

33.8

10.8

48.2

63.0

86.8

32.6

85.9

77.8

86.8

84.6

7.1

11.0

3.3

25.0

11.5

2.4

10.3

7.2

4.4

4.7

47.6

1.8

47.6

70.0

81.0

73.0

34.9

23.9

1.2

14.0

5.9

3.7

1.2

15.4

7.2

13.0

7.4

12.5

9.0

3.9

7.9

11.7

5.5

4.7

9.1

3.5

9.1

9.5

5.4

10.8

4.3

7.4

34.9

2.2

14.8

7.4

6.1

18.5

4.1

6.3

6.5

2.8

9.2

7.6

2.9

2.1

9.5

5.3

9.5

30.0

9.5

10.8

6.0

8.7

4.5

18.6

5.9

3.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%


「その他」として、主に表3-12のような記入がありました。

表　3-12　その他（Ｎ＝65）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・自分で何とかしたい
・何とか自宅で生涯を閉じたい
・入所、入院したい
・健康面などの状況による

	知的障がい
	・自分で自立した生活をしたい
・友人皆で生活したい

	精神障がい
	・ひとり暮らし

・入院、入所したい
・経済的に苦しいので、どうすべきかわからない

	指定難病
	・自立したい

・入院
・生きていく自信がない

	手帳未所持
	・自立しながら相談相手を探す
・ヘルパーなど専門の方でなくてもよいので、手伝ってくれる人がいるとよい

	障がい児
	・自立できるようにしたい

・家族の中の他の人に支援され、ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい


３．生活支援サービス

（１）居宅介護

在宅での生活支援サービスのうち、自宅で、入浴、排せつ、食事などの身体介護や、調理、洗濯、掃除などの家事援助などを受ける居宅介護の利用状況について、「利用している」は、いずれも１割程度にとどまっています。また、「今後利用したい」は、いずれも２割強となっています。

図　3-13　居宅介護の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（２）重度訪問介護

重度の肢体不自由のため常に介護を必要とする人が、自宅で、入浴、排せつ、食事などの生活全般の介護や外出の際の移動などの支援を総合的に受ける重度訪問介護の利用状況について、「利用している」は、いずれも１割未満にとどまっています。また、「今後利用したい」は、いずれも２割強となっています。
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図　3-14　重度訪問介護の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（３）生活介護

通所による生活支援サービスのうち、常に介護を必要とする人が、施設に通所し、入浴、排せつ、食事などの介護などが受けられ、創作活動や生産活動ができる生活介護の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある人で9.6％、知的障がいのある人で19.9％、精神に障がいのある人で6.5％、指定難病患者で9.7％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある人で21.9％、知的障がいのある人で15.4％、精神に障がいのある人で15.9％、指定難病患者で20.3％、手帳未所持者で28.0％となっています。
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図　3-15　生活介護の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（４）児童発達支援

日常生活の基本的な動作や知識などの習得、集団生活への適応訓練などの支援を受ける児童発達支援の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で35.3％、知的障がいのある児童で44.8％、精神に障がいのある児童で36.4％、指定難病患者で11.1％、小児慢性特定疾病患者で33.3％、手帳未所持児童で66.7％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある児童で14.7％、知的障がいのある児童で13.4％、精神に障がいのある児童で4.5％、指定難病患者で11.1％、小児慢性特定疾病患者で22.2％、手帳未所持児童で4.5％となっています。なお、「利用したくても、通うことができず利用できない」も若干います。

図　3-16　児童発達支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（５）日中一時支援

介護している家族の負担を軽くする（レスパイトケア）ため、障がいのある人が昼間に活動する場所を提供する日中一時支援の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で16.0％、知的障がいのある児童で16.9％、小児慢性特定疾病患者で11.1％、手帳未所持児童で6.2％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある児童で28.7％、知的障がいのある児童で31.8％、精神に障がいのある人で27.3％、指定難病患者で11.1％、小児慢性特定疾病患者で27.8％、手帳未所持児童で12.3％となっています。

図　3-17　日中一時支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（６）短期入所

介護している家族が病気などの場合に、障がいのある人が施設に短い間入所し、入浴、排せつ、食事などの介護を受ける短期入所の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で12.8％、知的障がいのある児童で9.0％、精神に障がいのある児童で4.5％、小児慢性特定疾病患者で11.1％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある人で34.5％、知的障がいのある人で42.2％、精神に障がいのある人で22.7％、小児慢性特定疾病患者で33.3％、手帳未所持児童で16.7％となっています。

図　3-18　短期入所の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（７）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズをたずねたところ、概ね共通して「障がいの特性にあったサービスを設ける」「申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする」などの割合が比較的に高くなっています。

図　3-19　自宅や通所施設等でのサービスをより良いものとし、生活を充実させるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも）
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　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	サービス提供事業所を増やす
	サービスの時間や回数（日数）を増やす
	障がいの特性にあったサービスを設ける
	同様の支援が受けられる
介護保険のサービスを利用することになっても、
	解を促進する
サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理
	行う
事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を
	する
サービスの苦情や改善について対応する場を充実
	相談支援事業所を増やして使いやすくする
	申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,227 
	22.7 
	21.2 
	45.6 
	20.0 
	23.4 
	29.8 
	17.0 
	21.0 
	42.1 
	18.3 
	3.6 

	
	視覚障がい
	145 
	26.9 
	25.5 
	61.4 
	29.0 
	31.0 
	30.3 
	24.8 
	25.5 
	42.8 
	14.5 
	2.8 

	
	聴覚等障がい
	116 
	22.4 
	13.8 
	49.1 
	19.0 
	24.1 
	23.3 
	10.3 
	19.8 
	46.6 
	12.9 
	3.4 

	
	言語等障がい
	13 
	30.8 
	30.8 
	53.8 
	23.1 
	53.8 
	30.8 
	23.1 
	30.8 
	46.2 
	23.1 
	0.0 

	
	肢体不自由
	441 
	22.7 
	21.3 
	45.8 
	19.7 
	25.6 
	32.7 
	18.8 
	20.9 
	37.4 
	17.2 
	4.1 

	
	内部障がい
	512 
	21.5 
	21.3 
	40.0 
	17.8 
	18.4 
	28.7 
	14.6 
	19.9 
	44.7 
	21.5 
	3.5 

	
	１級
	432 
	25.0 
	26.4 
	46.3 
	21.5 
	20.4 
	27.1 
	15.0 
	21.8 
	44.2 
	14.6 
	3.9 

	
	２級
	208 
	19.7 
	15.9 
	51.9 
	19.7 
	28.8 
	33.7 
	22.1 
	21.6 
	41.8 
	14.4 
	4.3 

	
	３級
	253 
	22.5 
	20.6 
	44.3 
	19.0 
	23.7 
	31.2 
	16.2 
	24.1 
	42.7 
	22.1 
	2.8 

	
	４級
	176 
	26.7 
	18.2 
	43.8 
	17.6 
	23.3 
	30.7 
	19.3 
	15.9 
	42.6 
	21.6 
	2.8 

	
	５級
	68 
	25.0 
	20.6 
	45.6 
	23.5 
	30.9 
	30.9 
	19.1 
	23.5 
	33.8 
	22.1 
	2.9 

	
	６級
	56 
	10.7 
	16.1 
	32.1 
	16.1 
	19.6 
	32.1 
	10.7 
	19.6 
	41.1 
	25.0 
	3.6 

	知的障がい
	194 
	30.4 
	22.7 
	46.4 
	18.6 
	35.6 
	25.3 
	19.6 
	26.3 
	37.1 
	18.0 
	4.1 

	
	A
	8 
	25.0 
	12.5 
	37.5 
	12.5 
	50.0 
	25.0 
	25.0 
	50.0 
	37.5 
	25.0 
	0.0 

	
	A1
	35 
	54.3 
	48.6 
	60.0 
	31.4 
	57.1 
	42.9 
	22.9 
	22.9 
	34.3 
	2.9 
	5.7 

	
	A2
	33 
	30.3 
	27.3 
	54.5 
	30.3 
	39.4 
	18.2 
	18.2 
	18.2 
	45.5 
	12.1 
	6.1 

	
	B1
	73 
	19.2 
	12.3 
	38.4 
	13.7 
	23.3 
	15.1 
	16.4 
	31.5 
	30.1 
	27.4 
	2.7 

	
	B2
	45 
	31.1 
	17.8 
	44.4 
	8.9 
	33.3 
	33.3 
	22.2 
	22.2 
	44.4 
	17.8 
	4.4 

	精神障がい
	195 
	15.9 
	16.4 
	39.5 
	14.4 
	25.6 
	25.6 
	15.4 
	22.1 
	37.4 
	22.6 
	7.7 

	
	１級
	39 
	10.3 
	12.8 
	35.9 
	17.9 
	23.1 
	28.2 
	10.3 
	7.7 
	41.0 
	23.1 
	10.3 

	
	２級
	130 
	17.7 
	19.2 
	39.2 
	11.5 
	25.4 
	26.9 
	17.7 
	25.4 
	33.8 
	23.1 
	6.9 

	
	３級
	26 
	15.4 
	7.7 
	46.2 
	23.1 
	30.8 
	15.4 
	11.5 
	26.9 
	50.0 
	19.2 
	7.7 


障がいのある児童では、概ね共通して「障がいの特性にあったサービスを設ける」や「サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理解を促進する」などの割合が比較的に高くなっています。
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　　②　障がい児

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	サービス提供事業所を増やす
	サービスの時間や回数（日数）を増やす
	障がいの特性にあったサービスを設ける
	する理解を促進する
サービス提供事業所の従業者の障がいに対
	提供を行う
事業所を選択するためのわかりやすい情報
	を充実する
サービスの苦情や改善について対応する場
	相談支援事業所を増やして使いやすくする
	くする
申請や契約などの事務手続きをわかりやす
	特にない
	その他

	身体障がい
	149 
	42.3 
	41.6 
	63.1 
	48.3 
	42.3 
	19.5 
	21.5 
	41.6 
	5.4 
	6.7 

	
	１級
	66 
	60.6 
	51.5 
	68.2 
	50.0 
	50.0 
	22.7 
	30.3 
	50.0 
	1.5 
	12.1 

	
	２級
	29 
	41.4 
	41.4 
	58.6 
	58.6 
	44.8 
	20.7 
	10.3 
	24.1 
	3.4 
	0.0 

	
	３級
	33 
	21.2 
	30.3 
	60.6 
	36.4 
	27.3 
	12.1 
	12.1 
	33.3 
	9.1 
	6.1 

	
	４級
	3 
	33.3 
	66.7 
	33.3 
	33.3 
	66.7 
	33.3 
	33.3 
	100.0 
	0.0 
	0.0 

	
	５級
	9 
	22.2 
	33.3 
	77.8 
	44.4 
	33.3 
	22.2 
	44.4 
	44.4 
	11.1 
	0.0 

	
	６級
	9 
	11.1 
	11.1 
	44.4 
	55.6 
	33.3 
	11.1 
	0.0 
	44.4 
	22.2 
	0.0 

	知的障がい
	199 
	42.2 
	42.2 
	68.8 
	60.3 
	53.8 
	21.6 
	25.6 
	44.7 
	4.0 
	7.5 

	
	A1
	54 
	63.0 
	57.4 
	63.0 
	59.3 
	55.6 
	16.7 
	22.2 
	38.9 
	0.0 
	7.4 

	
	A2
	45 
	37.8 
	40.0 
	68.9 
	73.3 
	48.9 
	17.8 
	24.4 
	48.9 
	0.0 
	11.1 

	
	B1
	28 
	46.4 
	53.6 
	67.9 
	64.3 
	57.1 
	28.6 
	32.1 
	46.4 
	7.1 
	7.1 

	
	B2
	72 
	27.8 
	27.8 
	73.6 
	51.4 
	54.2 
	25.0 
	26.4 
	45.8 
	8.3 
	5.6 

	精神障がい
	21 
	42.9 
	28.6 
	66.7 
	52.4 
	47.6 
	23.8 
	47.6 
	42.9 
	9.5 
	0.0 

	
	１級
	7 
	42.9 
	57.1 
	85.7 
	85.7 
	57.1 
	14.3 
	71.4 
	28.6 
	0.0 
	0.0 

	
	２級
	9 
	33.3 
	22.2 
	44.4 
	44.4 
	55.6 
	33.3 
	44.4 
	44.4 
	22.2 
	0.0 

	
	３級
	5 
	60.0 
	0.0 
	80.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	60.0 
	0.0 
	0.0 


「その他」として、主に表3-20のような記入がありました。

表　3-20　その他（Ｎ＝88）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・サービス提供事業者と従業者の質を高めてほしい

・人としての気配りをしてほしい
・利用者負担を軽くしてほしい
・自分が運転していかなくてもよいようにしてほしい

・重度の障がい者が入れる施設がほしい

・申請に市役所まで行くのが大変

・１カ所で手続き等ができるようにしてほしい

・時間外でも手続きができるようにしてほしい
・ネット手続きが可能なものを増やす

・家族の心のカウンセラーも必要

	知的障がい
	・利用者負担を軽くしてほしい

・サービスについてのパンフレットなどが市役所等にあるとよい

	精神障がい
	・障害者就労が低賃金すぎる

・通院している医療機関で手続きをしたい

・どのようなサービスが受けられるか全くわからない

	指定難病
	・障がいのある人が心を開ける、通いやすい場の提供

・よい従事者にお世話になりたい
・従事者の待遇をよくする
・すべてに思いやりを持った制度にしてほしい

	手帳未所持
	・大きな施設ではなく、ちょっとした空きスペースを利用して、簡易的なサポートを受けられるとよい
・一般就労し始めたらサービス終了せず、できるだけ支援してほしい

	障がい児
	・切れ目のない支援が必要で、本人を取り巻く事業所などが連携して、それぞれのライフステージに合った支援を継続していけることが大切

・事業所を増やすのもよいが、地域にバランスよく増やしてほしい

・職員の専門性を高める

・人材を増やす

・利用者負担の所得制限を廃止する

・利用者負担が高すぎて、サービスを受けたくても日数を増やせない
・手続きに時間がかかりすぎるから早く対応してほしい


４．医療・健康

（１）通院の状況

通院の状況については、いずれも「月１～２回」の割合が最も高くなっています。

図　3-21　どのくらいの頻度で通院していますか。（○は１つ）
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　　①　障がい者
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障がいのある児童では、手帳未所持児童を除き、「月１～２回」の割合が最も高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image114.emf]身体障がい（N = 567） 知的障がい（N = 147） 精神障がい（N = 67）

指定難病（N = 91） 手帳未所持（N = 9）
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（２）通院での困りごと

通院での困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」の割合が最も高く、次いで、「医療費や交通費の負担が大きい」などとなっています。

図　3-22　通院するうえで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

[image: image116.emf]働きたい

働きたいが自分の身体状況等を考えると難しい

働くつもりはない、または、働く必要がない

　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	通院するときに支援をしてくれる人がいない
	専門的な治療を行う医療機関が身近にない
	専門的なリハビリができる機関が身近にない
	くれる医療機関が身近にない
ちょっとした病気やけがのときに受け入れて
	気軽に往診を頼める医師がいない
	歯科診療を受けられない
	医療費や交通費の負担が大きい
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,162 
	8.1 
	9.3 
	7.3 
	5.2 
	7.2 
	2.9 
	14.4 
	60.8 
	4.5 

	
	視覚障がい
	132 
	11.4 
	15.2 
	9.8 
	5.3 
	8.3 
	1.5 
	10.6 
	60.6 
	1.5 

	
	聴覚等障がい
	106 
	12.3 
	3.8 
	4.7 
	0.9 
	1.9 
	1.9 
	10.4 
	64.2 
	11.3 

	
	言語等障がい
	12 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	8.3 
	0.0 
	8.3 
	66.7 
	16.7 

	
	肢体不自由
	416 
	9.1 
	11.3 
	13.2 
	7.9 
	11.3 
	4.6 
	17.3 
	53.8 
	2.9 

	
	内部障がい
	496 
	5.6 
	7.5 
	2.4 
	3.8 
	4.6 
	2.2 
	13.9 
	65.7 
	4.8 


障がいのある児童でも、いずれも「特にない」の割合が最も高く、次いで、「専門的な治療を行う医療機関が身近にない」「専門的なリハビリができる機関が身近にない」「医療費や交通費の負担が大きい」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表3-23のような記入がありました。

表　3-23　その他（Ｎ＝97）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・通院するのがつらい

・障がい者用の駐車スペースが少ない

・病院によってガイドヘルパーの同行を要求される

・医療機関や薬局によって筆談をしてくれないことがある

・障がい者が診療可能な環境かどうかわからない

・発作時にすぐ対応しもらえない
・待ち時間が長い

・通院のための休みが取りにくい

・介護タクシーが充実していない

	知的障がい
	・受診を拒否される

・障がい者用の駐車スペースが少ない

・待ち合い室で落ち着いて待つことが難しい

	精神障がい
	・よい医者がいない

・時間どおりに行けない
・診療時間が少ない

・有給が取りにくい

	指定難病
	・大きな病院に行くにはバスの本数が少ない

・担当医がいる日が限られていて、仕事が休みづらい

	手帳未所持
	・通院したくても場合によっては時間とお金がかかる

	障がい児
	・屋根のある駐車場が少ない
・待ち時間に静かにしていられない
・リハビリの先生が不足しており、なかなか予約が取れない
・就学後の集中リハビリがなく、他県の医療機関まで行くしかない


（３）必要な医療的ケア

障がいのある児童が最も必要とする医療的ケアについてたずねたところ、身体に障がいのある児童の36.7％、知的障がいのある児童の23.4％、小児慢性特定疾病患者の55.6％などが、何らかの医療的ケアを必要としています。

表　3-24　必要とする医療的ケアは、どれですか。（○は１つ）

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	気管内挿入、気管切開
	人工呼吸器
	在宅酸素療法
	吸入、ネブライザー
	吸引
	経管栄養
	導尿（３回／日以上）
	酸素飽和度等）
モニター測定（血圧、心拍、
	特にない
	その他

	障がい児
	356
	0.3
	1.7
	2.0
	0.6
	1.7
	3.9
	0.6
	0.8
	80.9
	7.6

	身体障がい
	147
	0.7
	4.1
	4.8
	0.7
	3.4
	8.8
	1.4
	1.4
	63.3
	11.6

	
	１級
	68
	1.5
	8.8
	8.8
	1.5
	7.4
	14.7
	1.5
	1.5
	42.6
	11.8

	
	２級
	25
	0.0
	0.0
	4.0
	0.0
	0.0
	4.0
	4.0
	0.0
	76.0
	12.0

	
	３級
	33
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	6.1
	0.0
	3.0
	81.8
	9.1

	
	４級
	3
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	66.7
	33.3

	
	５級
	9
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	88.9
	11.1

	
	６級
	9
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	88.9
	11.1

	知的障がい
	192
	0.5
	3.1
	1.6
	1.0
	2.1
	5.2
	0.0
	0.5
	76.6
	9.4

	
	A1
	52
	1.9
	11.5
	1.9
	1.9
	5.8
	13.5
	0.0
	0.0
	53.8
	9.6

	
	A2
	45
	0.0
	0.0
	4.4
	0.0
	2.2
	4.4
	0.0
	2.2
	73.3
	13.3

	
	B1
	26
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	96.2
	3.8

	
	B2
	69
	0.0
	0.0
	0.0
	1.4
	0.0
	1.4
	0.0
	0.0
	88.4
	8.7

	精神障がい
	21
	0.0
	0.0
	4.8
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	85.7
	9.5

	
	１級
	7
	0.0
	0.0
	14.3
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	57.1
	28.6

	
	２級
	9
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	100.0
	0.0

	
	３級
	5
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	100.0
	0.0

	指定難病
	8
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	75.0
	25.0

	小児慢性特定疾病
	18
	0.0
	0.0
	16.7
	5.6
	5.6
	5.6
	0.0
	5.6
	44.4
	16.7

	手帳未所持
	65
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	1.5
	0.0
	0.0
	96.9
	1.5


（４）健康維持への取組

健康を維持するために取り組んでいることをたずねたところ、概ね共通して「規則正しい生活を送るよう心がけている」「なるべく体を動かすようにしている」「栄養バランスの良い食事を取るよう心がけている」などの割合が比較的に高くなっています。

図　3-25　健康を維持するために最も心がけていることはどれですか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	なるべく体を動かすようにしている
	なるべく外出したり、人と会うようにしている
	栄養バランスの良い食事を取るよう心がけている
	規則正しい生活を送るよう心がけている
	定期的に健康診断や医師の診察を受けるようにしている
	ストレスを解消するよう心がけている
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,291 
	56.9 
	31.1 
	44.2 
	45.7 
	39.6 
	29.4 
	9.5 
	2.1 

	
	視覚障がい
	145 
	55.9 
	33.1 
	48.3 
	50.3 
	42.1 
	33.8 
	6.2 
	2.1 

	
	聴覚等障がい
	123 
	64.2 
	43.9 
	43.1 
	46.3 
	31.7 
	27.6 
	8.9 
	3.3 

	
	言語等障がい
	16 
	43.8 
	25.0 
	43.8 
	50.0 
	43.8 
	12.5 
	0.0 
	6.3 

	
	肢体不自由
	469 
	54.6 
	26.9 
	40.1 
	43.3 
	34.8 
	27.1 
	14.1 
	2.3 

	
	内部障がい
	538 
	58.0 
	31.6 
	46.8 
	46.3 
	44.8 
	31.0 
	6.7 
	1.5 


障がいのある児童でも、「規則正しい生活を送るよう心がけている」「なるべく体を動かすようにしている」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image119.emf]仕事をしている 仕事はしていない 通学中、職業訓練中


「その他」として、主に表3-26のような記入がありました。

表　3-26　その他（Ｎ＝62）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・快眠

・体に負担をかけない

・転倒には充分注意している

・感染予防に気をつけている

・日光浴

・温泉

	知的障がい
	・笑顔を絶やさないようにしている
・毎日楽しいことを考えている

・血圧測定

	精神障がい
	・なるべく寝る
・よく水を飲むようにしている

・なるべく人に会わないようにしている

・読書

	指定難病
	・無理をしない

・リハビリ

・処方された薬を必ず飲むこと


５．生活費

生活費は、概ね共通して「就労（賃金、営業収入等）」「障害年金」「同居家族の扶養」などの割合が比較的に高くなっています。

表　3-27　何により生活費を得ていますか。（○はいくつでも）

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	就労（賃金、営業収入等）
	預金・貯金
	同居家族の扶養
	仕送り
	障害年金
	障害年金以外の年金
	特別障害者手当
	生活保護
	その他

	身体障がい
	1,309 
	40.0 
	18.3 
	27.5 
	0.9 
	37.8 
	17.3 
	3.2 
	5.4 
	3.7 

	
	視覚障がい
	148 
	43.9 
	17.6 
	25.0 
	1.4 
	48.0 
	12.8 
	2.7 
	6.8 
	0.7 

	
	聴覚等障がい
	121 
	50.4 
	19.8 
	19.0 
	0.8 
	42.1 
	12.4 
	2.5 
	4.1 
	5.0 

	
	言語等障がい
	16 
	25.0 
	6.3 
	12.5 
	0.0 
	62.5 
	18.8 
	0.0 
	6.3 
	0.0 

	
	肢体不自由
	476 
	31.3 
	16.0 
	36.1 
	0.6 
	41.4 
	16.4 
	6.9 
	4.6 
	2.3 

	
	内部障がい
	548 
	44.5 
	20.4 
	23.0 
	1.1 
	30.3 
	20.3 
	0.4 
	6.0 
	5.7 

	
	１級
	465 
	35.1 
	17.6 
	25.6 
	0.4 
	53.5 
	15.1 
	7.1 
	3.9 
	4.5 

	
	２級
	220 
	31.4 
	15.5 
	34.1 
	1.8 
	59.1 
	13.6 
	3.6 
	4.5 
	1.4 

	
	３級
	269 
	41.6 
	19.0 
	27.1 
	1.5 
	24.2 
	21.6 
	0.0 
	7.1 
	3.3 

	
	４級
	191 
	52.4 
	21.5 
	26.2 
	0.5 
	14.7 
	21.5 
	0.0 
	5.2 
	4.2 

	
	５級
	72 
	50.0 
	13.9 
	33.3 
	1.4 
	9.7 
	13.9 
	1.4 
	8.3 
	2.8 

	
	６級
	55 
	60.0 
	18.2 
	18.2 
	0.0 
	9.1 
	21.8 
	0.0 
	5.5 
	5.5 

	知的障がい
	218 
	43.1 
	10.1 
	41.3 
	0.0 
	68.3 
	0.9 
	8.3 
	3.2 
	3.2 

	
	A
	10 
	0.0 
	0.0 
	10.0 
	0.0 
	90.0 
	10.0 
	10.0 
	0.0 
	0.0 

	
	A1
	42 
	19.0 
	7.1 
	57.1 
	0.0 
	71.4 
	0.0 
	33.3 
	4.8 
	2.4 

	
	A2
	38 
	34.2 
	7.9 
	50.0 
	0.0 
	78.9 
	0.0 
	2.6 
	2.6 
	0.0 

	
	B1
	80 
	41.3 
	8.8 
	33.8 
	0.0 
	75.0 
	1.3 
	2.5 
	3.8 
	6.3 

	
	B2
	48 
	83.3 
	18.8 
	39.6 
	0.0 
	41.7 
	0.0 
	0.0 
	2.1 
	2.1 

	精神障がい
	215 
	22.3 
	15.3 
	36.3 
	3.7 
	49.3 
	8.4 
	1.9 
	17.2 
	6.5 

	
	１級
	44 
	6.8 
	18.2 
	34.1 
	4.5 
	40.9 
	18.2 
	4.5 
	13.6 
	13.6 

	
	２級
	143 
	21.7 
	14.7 
	39.2 
	3.5 
	56.6 
	6.3 
	1.4 
	18.9 
	3.5 

	
	３級
	28 
	50.0 
	14.3 
	25.0 
	3.6 
	25.0 
	3.6 
	0.0 
	14.3 
	10.7 

	指定難病
	248 
	33.5 
	30.2 
	29.0 
	1.6 
	4.4 
	27.0 
	2.4 
	1.2 
	14.5 

	手帳未所持
	24 
	25.0 
	20.8 
	54.2 
	4.2 
	4.2 
	8.3 
	0.0 
	12.5 
	4.2 


６．成年後見制度

判断することが困難な人などの権利を守るため、財産の処分や管理などの法律行為に関する援助などを行う成年後見制度の利用状況について、「利用している」は、知的障がいのある人で3.2％、精神に障がいのある人で2.7％にとどまり、「今後利用したい」は、知的障がいのある人で33.2％、精神に障がいのある人で9.6％となっています。一方、「制度のことがよくわからない」は、知的障がいのある人で39.5％、精神に障がいのある人で54.3％に上っています。

図　3-28　成年後見制度の利用状況は、どれにあたりますか。
（○は１つ）

[image: image120.emf]身体障がい（N = 1,187） 知的障がい（N = 202） 精神障がい（N = 193）

指定難病（N = 214） 手帳未所持（N = 24）


[image: image121.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない
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７．生活満足度

現在の生活の満足度をたずねたところ、「満足している」は、身体に障がいのある人で28.4％、知的障がいのある人で29.7％、精神に障がいのある人で19.5％、指定難病患者で31.2％、手帳未所持者で20.0％となっています。一方、「満足していない」は、身体に障がいのある人で8.5％、知的障がいのある人で6.8％、精神に障がいのある人で15.0％、指定難病患者で5.7％、手帳未所持者で12.0％にとどまっています。

図　3-29　現在の生活についてどのように感じていますか。（○は１つ）

[image: image122.emf]困った時には何でも助け合える程度 簡単な頼みごとならできる程度
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ほとんどつきあいはない

　　①　障がい者
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障がいのある児童では、「満足している」は33.6％に上り、「満足していない」は4.7％にとどまっています。

　　②　障がい児

[image: image124.emf]困った時には何でも助け合える程度 簡単な頼みごとならできる程度

顔を合せれば、世間話をする程度 顔を合せれば、あいさつをする程度

ほとんどつきあいはない


第４章　就労の現状とニーズ
１．就労

（１）就労の状況

就労の状況については、福祉的就労を含めて「仕事をしている」が、身体に障がいのある人で46.1％、知的障がいのある人で70.2％、精神に障がいのある人で31.2％、指定難病患者で39.8％、手帳未所持者で42.3％となっています。なお、障がい等級が上がるにつれて概ね「仕事をしている」割合が低くなっています。

図　4-1　仕事や通学の状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
[image: image125.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない


[image: image126.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない



本市における障がいのある人の就労の状況について、同格の中核市である富山市・金沢市（富山市・金沢市調査結果）と比較すると、精神に障がいのある人で「仕事をしている」の割合が富山市より低くなっているほかは、同程度となっています。
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図　4-2　他市との比較

[image: image128.emf]困った時には何でも助け合える程度 簡単な頼みごとならできる程度

顔を合せれば、世間話をする程度 顔を合せれば、あいさつをする程度

ほとんどつきあいはない


（２）就労の形態

就労の形態としては、就労移行支援や就労継続支援等の事業所での福祉的就労が、身体に障がいのある人では11.9％、知的障がいのある人では62.0％、精神に障がいのある人では41.9％、指定難病患者では1.0％、手帳未所持者で81.1％となっています。一方、「正職（社）員」「正職（社）員以外」「自営業」「内職」での一般就労は、身体に障がいのある人では87.2％、知的障がいのある人では36.7％、精神に障がいのあるでは58.0％、指定難病患者で97.9％、手帳未所持者で9.1％となっています。

[image: image129.emf]手帳未所持（

N = 67

）

図　4-3　どのような形で働いていますか。（○は１つ）
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（３）就労による収入

就労による収入として、一般就労では、１年間の収入100万円以上が、身体に障がいのある人で74.2％、知的障がいのある人で54.6％、精神に障がいのある人で52.6％、指定難病患者で64.2％となっています。

図　4-4　仕事による１年間の収入は、どの程度ですか。（○は１つ）(一般就労)
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[image: image132.emf]身体障がい（N = 1,285）


一方、福祉的就労では、１年間の収入100万円以上が、身体に障がいのある人でゼロ、知的障がいのある人で3.5％、精神に障がいのある人で8.0％などとなっています。

図　4-5　仕事による１年間の収入は、どの程度ですか。（○は１つ）(福祉的就労)
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[image: image134.emf]％
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（４）就労での困りごと

就労での困りごとについてたずねたところ、概ね共通して「特にない」の割合が最も高く、次いで、障がいにより異なるものの、「障がいについて理解や配慮をしてもらえない」などの割合も比較的に高く、特に聴覚・精神に障がいのある人で「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」の割合が高くなっています。

[image: image135.emf]精神障がい（

N = 22

）

図　4-6　仕事の悩みや困っていることはありますか。（○はいくつでも）

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	仕事がむずかしい
	てもらえない
障がいについて理解や配慮をし
	職場までの通勤が大変である
	通勤の費用がかかる
	通院のための休みが取りにくい
	リアフリーが十分でない
職場の建物や机などの設備のバ
	うまくとれない
職場でのコミュニケーションが
	特にない
	その他

	身体障がい
	567 
	6.2 
	14.8 
	8.5 
	5.3 
	7.1 
	5.1 
	10.9 
	58.2 
	7.4 

	
	視覚障がい
	69 
	4.3 
	18.8 
	26.1 
	8.7 
	11.6 
	8.7 
	14.5 
	46.4 
	5.8 

	
	聴覚等障がい
	73 
	4.1 
	19.2 
	2.7 
	5.5 
	0.0 
	2.7 
	30.1 
	43.8 
	8.2 

	
	言語等障がい
	7 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	14.3 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	71.4 
	14.3 

	
	肢体不自由
	169 
	4.7 
	11.8 
	10.1 
	4.7 
	6.5 
	10.1 
	12.4 
	60.4 
	4.7 

	
	内部障がい
	249 
	8.4 
	14.9 
	4.4 
	4.4 
	8.4 
	1.6 
	3.6 
	63.9 
	9.2 


「その他」として、主に表4-7のような記入がありました。

表　4-7　その他（Ｎ＝34）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・福利厚生がしっかりしていない
・低賃金
・周囲の人が手話をできないので困る

・通勤途中に交差点や歩道など危ない所がある

	知的障がい
	・賃金が安い

・職場内のいじめ

・仕事に集中するのが難しい

・医療行為が必要なため施設の車で送迎してもらえない

	精神障がい
	・給料が安い

・上司のパワハラ

・自分の考えるようにできない

	手帳未所持
	・自分の状態では他の人と仕事がやりづらい


２．未就労

（１）未就労の理由

「仕事はしていない」人にその理由をたずねたところ、概ね共通して「病気のため」「重度の障がいがあるため」「高齢のため」などの割合が比較的に高くなっています。

図　4-8　働いていない理由は、どれにあたりますか。（○はいくつでも）

[image: image136.emf]精神障がい（

N = 223

）



単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	働くところがないため
	通勤が困難なため
	自分に合った仕事がないため
	高齢のため
	病気のため
	重度の障がいがあるため
	家事に専念しているため
	その他

	身体障がい
	673 
	15.5 
	6.7 
	12.6 
	30.0 
	37.7 
	32.1 
	13.7 
	5.8 

	
	視覚障がい
	70 
	20.0 
	11.4 
	17.1 
	20.0 
	21.4 
	44.3 
	10.0 
	2.9 

	
	聴覚等障がい
	45 
	20.0 
	6.7 
	20.0 
	44.4 
	22.2 
	13.3 
	20.0 
	6.7 

	
	言語等障がい
	9 
	0.0 
	0.0 
	11.1 
	33.3 
	33.3 
	55.6 
	0.0 
	0.0 

	
	肢体不自由
	288 
	12.8 
	8.0 
	10.4 
	27.4 
	26.4 
	45.1 
	15.3 
	5.9 

	
	内部障がい
	261 
	16.9 
	4.2 
	12.6 
	33.0 
	57.5 
	16.9 
	12.3 
	6.5 


「その他」として、主に表4-9のような記入がありました。

表　4-9　その他（Ｎ＝63）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・働ける状態にない

・介護を受けているため

・定年退職をしたため

・精神的に難しいため

・ストーマへの不安

・自立訓練中

	知的障がい
	・働ける状態にない

	精神障がい
	・体力、気力がないため
・人とのつきあいができないため
・気持ちにゆとりがない
・働くと体調が悪くなるため
・自宅で仕事をしたいが、技術がない
・求職中

・子どもが小さいため

	指定難病
	・働いていたが、自由な時間がほしいため

・親の介護のため

・子どもに障がいがあるため

	手帳未所持
	・リハビリ中のため


（２）就労への意向

「仕事はしていない」人に就労への意向をたずねたところ、「働きたい」が、身体に障がいのある人で17.5％、知的障がいのある人で19.0％、精神に障がいのある人で21.0％、指定難病患者で11.4％などとなっています。

図　4-10　今後、働きたいと思いますか。（○は１つ）

[image: image137.emf]指定難病（

N = 241

）


前回調査結果と比較すると、いずれも「働きたい」の割合が低くなっており、特に知的障がいのある人では１割程度低くなっています。

[image: image138.emf]手帳未所持（

N = 25

）

図　4-11　3年前との比較

（３）希望する就労形態

今後「働きたい」人に希望する就労形態をたずねたところ、就労移行支援や就労継続支援等の事業所での福祉的就労の割合が知的障がいのある人で71.4％と高いものの、このほかでは、「正職（社）員」「正職（社）員以外」「自営業」「内職」での一般就労の割合が高くなっています。

図　4-12　今後「働きたい」方は、どのような形で働きたいですか。（○は１つ）
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前回調査結果と比較すると、福祉的就労を希望する割合が、知的・精神に障がいのある人で高まっています。

[image: image141.emf]身体障がい（

N = 153

）

図　4-13　3年前との比較
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３．働くための環境づくり

障がいのある人が働くために必要なことをたずねたところ、概ね共通して「障がいのある人に対する事業主や職場の仲間の理解と配慮があること」「障がいのある人にあった就労条件が整っていること」「障がいのある人に配慮した職場の施設・設備が整っていること」などの割合が比較的に高くなっています。なお、特に知的・精神に障がいのある人で「障がいの特性や程度にあった仕事が提供されること」の割合が高くなっています。
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図　4-14　障がいのある方が働くためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○はいくつでも）

[image: image144.emf]知的障がい（

N = 204

）


単位：％

	区　　　分
	有効回答数（Ｎ）
	企業などが積極的に障がいのある人を雇うこと
	ていること
障がいのある人に配慮した職場の施設・設備が整っ
	障がいのある人にあった就労条件が整っていること
	と配慮があること
障がいのある人に対する事業主や職場の仲間の理解
	ていること
仕事をするための企業内訓練・研修の機会が充実し
	ていること
自営業を希望する障がいのある人への支援が充実し
	通勤や移動に対して配慮や支援があること
	健康管理が充実していること
	障がいの特性や程度にあった仕事が提供されること
	働く場の紹介（斡旋）や相談が充実していること
	れていること
就職に結びつく技術や知識を習得する機会が提供さ
	援があること
就労した後の環境の変化に伴う生活面の相談等の支
	ていること
就労移行支援や就労継続支援のサービスが整備され
	特に必要ない
	その他

	身体障がい
	1,133 
	49.9 
	52.2 
	55.3 
	58.9 
	17.5 
	14.7 
	31.8 
	21.1 
	49.3 
	23.6 
	17.6 
	20.3 
	17.6 
	5.3 
	3.9 

	
	視覚
障がい
	127 
	55.1 
	57.5 
	53.5 
	70.1 
	25.2 
	26.8 
	48.0 
	22.0 
	48.8 
	31.5 
	24.4 
	26.0 
	22.8 
	3.9 
	3.9 

	
	聴覚等
障がい
	106 
	56.6 
	50.9 
	50.0 
	67.9 
	24.5 
	13.2 
	18.9 
	24.5 
	50.9 
	28.3 
	18.9 
	23.6 
	24.5 
	2.8 
	0.9 

	
	言語等
障がい
	13 
	61.5 
	46.2 
	30.8 
	69.2 
	38.5 
	7.7 
	38.5 
	7.7 
	69.2 
	38.5 
	30.8 
	38.5 
	30.8 
	7.7 
	7.7 

	
	肢体
不自由
	415 
	49.2 
	55.7 
	54.7 
	57.6 
	17.1 
	11.8 
	38.3 
	15.4 
	52.0 
	23.1 
	18.3 
	19.5 
	17.8 
	5.5 
	4.8 

	
	内部
障がい
	472 
	47.2 
	48.1 
	58.3 
	54.7 
	13.6 
	14.6 
	24.4 
	25.4 
	46.2 
	20.3 
	14.4 
	18.2 
	14.0 
	5.9 
	3.6 

	知的障がい
	191 
	47.1 
	53.9 
	48.2 
	62.3 
	26.7 
	9.4 
	33.0 
	22.0 
	60.2 
	26.7 
	18.8 
	29.3 
	35.6 
	4.7 
	4.7 

	
	A
	5 
	60.0 
	80.0 
	60.0 
	60.0 
	40.0 
	20.0 
	40.0 
	40.0 
	60.0 
	40.0 
	40.0 
	40.0 
	40.0 
	0.0 
	0.0 

	
	A1
	35 
	40.0 
	68.6 
	51.4 
	68.6 
	34.3 
	20.0 
	54.3 
	34.3 
	77.1 
	31.4 
	17.1 
	34.3 
	40.0 
	0.0 
	5.7 

	
	A2
	34 
	35.3 
	67.6 
	50.0 
	79.4 
	35.3 
	11.8 
	44.1 
	26.5 
	58.8 
	26.5 
	23.5 
	41.2 
	41.2 
	2.9 
	5.9 

	
	B1
	70 
	41.4 
	47.1 
	41.4 
	50.0 
	18.6 
	7.1 
	25.7 
	18.6 
	60.0 
	27.1 
	15.7 
	22.9 
	31.4 
	10.0 
	4.3 

	
	B2
	47 
	68.1 
	40.4 
	53.2 
	63.8 
	25.5 
	2.1 
	19.1 
	12.8 
	48.9 
	21.3 
	19.1 
	25.5 
	34.0 
	2.1 
	4.3 

	精神障がい
	183 
	37.2 
	47.5 
	51.9 
	52.5 
	22.4 
	10.9 
	31.7 
	26.8 
	53.0 
	26.2 
	25.1 
	31.1 
	21.9 
	7.7 
	9.8 

	
	１級
	32 
	31.3 
	50.0 
	37.5 
	56.3 
	12.5 
	12.5 
	25.0 
	9.4 
	50.0 
	18.8 
	12.5 
	21.9 
	18.8 
	15.6 
	6.3 

	
	２級
	124 
	39.5 
	50.0 
	55.6 
	50.8 
	24.2 
	10.5 
	35.5 
	33.1 
	53.2 
	25.8 
	28.2 
	33.9 
	21.8 
	7.3 
	11.3 

	
	３級
	27 
	33.3 
	33.3 
	51.9 
	55.6 
	25.9 
	11.1 
	22.2 
	18.5 
	55.6 
	37.0 
	25.9 
	29.6 
	25.9 
	0.0 
	7.4 


「その他」として、主に表4-15のような記入がありました。

表　4-15　その他（Ｎ＝59）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・障がい者自身が努力すること

・障がいがあっても資格があることを平等に認めてほしい

・賃金の向上

	知的障がい
	・市の職員及び福祉従事者の教育を充実してほしい

	精神障がい
	・安定した就業形態

・パワハラをさせないこと

	指定難病
	・本人へも企業へも支援を充実

	手帳未所持
	・健康状態に合わせた障がい者の働き方の事例を伝えたりすることが必要


前回調査結果と比較すると、概ね共通して「障がいのある人に配慮した職場の施設・設備が整っていること」「障がいのある人にあった就労条件が整っていること」「障がいのある人に対する事業主や職場の仲間の理解と配慮があること」などの割合が高まっています。

図　4-16　3年前との比較
　　①　身体障がい
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　　②　知的障がい

[image: image147.emf]精神障がい（

N = 22

）
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　　③　精神障がい
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[image: image150.emf]指定難病（

N = 8

）



　　④　指定難病

[image: image151.emf]小児慢性特定疾病（

N = 18

）
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第５章　就学等の現状とニーズ
１．就学等

（１）就学・就園の状況

障がいのある児童の就学・就園先は、義務教育である「小学校・小学部」「中学校・中学部」の割合が高くなっています。なお、「障害児通所施設（児童発達支援）」は、身体障がいのある児童で14.6％、知的障がいのある児童で15.7％、精神に障がいのある児童で4.8％、小児慢性特定疾病患者で22.2％、手帳未所持児童で26.5％となっています。

図　5-1　通園・通学先などはどれですか。（○は１つ）
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（２）就学・就園での困りごと

就学・就園での困りごとについてたずねたところ、概ね共通して「通うのに付き添いが必要」「友だちとのトラブルが心配」の割合が高くなっています。
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図　5-2　通園・通学などで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	が必要
通うのに付き添い
	ない
ない、よくわから
授業についていけ
	いない
が十分配慮されて
トイレなどの設備
	支援が十分でない
学校内・園内での
	ルが心配
友だちとのトラブ
	得られない
の子たちの理解が
先生の配慮や周囲
	特にない
	その他

	障がい児
	338 
	31.7 
	11.2 
	5.3 
	8.9 
	23.4 
	13.3 
	34.9 
	12.1 

	
	身体障がい
	135 
	43.7 
	5.9 
	7.4 
	5.2 
	12.6 
	8.9 
	32.6 
	17.0 

	
	知的障がい
	188 
	38.8 
	7.4 
	5.3 
	6.9 
	19.1 
	10.1 
	33.0 
	15.4 

	
	精神障がい
	21 
	28.6 
	28.6 
	4.8 
	23.8 
	57.1 
	23.8 
	14.3 
	23.8 

	
	指定難病
	7 
	0.0 
	14.3 
	0.0 
	14.3 
	28.6 
	14.3 
	71.4 
	0.0 

	
	小児慢性特定疾病
	13 
	46.2 
	7.7 
	0.0 
	7.7 
	0.0 
	15.4 
	38.5 
	7.7 

	
	手帳未所持
	64 
	15.6 
	18.8 
	4.7 
	9.4 
	26.6 
	23.4 
	35.9 
	7.8 


「その他」として、主に表5-3のような記入がありました。

表　5-3　その他（Ｎ＝５）

	区　　分
	主な内容

	障がい児
	・スクールバスの定員が少ない

・送迎バスに看護師が同乗しないため、利用しにくい

・医療との連携がほぼない


（３）就学の形態

就学の形態としては、小学校・小学部で、「特別支援学級」が40.3％と最も高く、次いで、「通常の学級」が31.3％、「特別支援学校」が28.5％となっています。

中学校・中学部では、「特別支援学校」が45.6％と最も高く、次いで、「特別支援学級」が29.8％、「通常の学級」が24.6％となっています。

高等学校・高等部では、「特別支援学校」が64.8％、「通常の学級」が35.2％となっており、進学するにつれて「特別支援学校」の割合が高くなっています。

図　5-4　通園・通学先などはどれですか。（○は１つ）

　　①　小学校・小学部
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[image: image156.emf]身体障がい（N = 1,264）



　　②　中学校・中学部

[image: image157.emf]知的障がい（

N = 217

）


[image: image158.emf]手帳未所持（

N = 25

）


　　③　高等学校・高等部

[image: image159.emf]身体障がい（

N = 148

）

[image: image160.emf]知的障がい（

N = 203

）



（４）希望する就学形態

希望する就学形態についてたずねたところ、概ね共通して「同じような障がいのある子と一緒のクラスで勉強しながら、障がいのない子と勉強する機会をもちたい」の割合が高く、身体に障がいのある児童、手帳未所持児童では「障がいのあるなしに関係なく、一緒のクラスで勉強したい」の割合も高くなっています。なお、年齢が高くなるにつれて「同じような障がいのある子と一緒のクラスで勉強したい」、また一方で「障がいのあるなしに関係なく、一緒のクラスで勉強したい」の割合が高くなり、両極化しています。

[image: image161.emf]精神障がい（

N = 21

）

図　5-5　学校で勉強する場合に、どのような形を望みますか。（○は１つ）

「その他」として、主に表5-6のような記入がありました。

表　5-6　その他（Ｎ＝９）

	区　　分
	主な内容

	障がい児
	・通常学級との交流を深めてほしい

・その場に適した方法がよい

・障がいの程度、能力別にクラスを編成し、さらに力を伸ばせるように


（５）卒業後の進路

卒業後の進路希望についてたずねたところ、14歳までは「特別支援学級、特別支援学校に進学したい」「通常の学級・学校、専門学校、大学等に進学したい」の割合が高いものの、15～17歳では「就職（一般就労）したい」が28.4％、就労移行支援や就労継続支援等の事業所での福祉的就労が34.3％と高くなっています。

[image: image162.emf]小児慢性特定疾病（

N = 17

）

図　5-7　現在通っている学校等を卒業したあとの進路をどのように考えていますか。
（○は１つ）
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前回調査結果と比較すると、身体・知的障がいのある人で「就職（一般就労したい）」の割合が若干低くなっている一方、就労移行支援や就労継続支援等の事業所での福祉的就労の割合が高まっています。
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図　5-8　3年前との比較

[image: image165.emf]知的障がい（

N = 204

）



２．未就学等

（１）未就学等の理由

「就園・就学しないで家にいる」児童にその理由をたずねたところ、「学校に通う年齢になっていないから」が53.8％と最も高く、次いで、「就園・就学できる健康状態でないから」が23.1％となっています。

図　5-9　家にいる理由は、どれですか。（○は１つ）
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（２）就学等への意向

「就園・就学しないで家にいる」児童に就学等への意向についてたずねたところ、「幼稚園、保育園・保育所、学校に通いたい」「幼稚園、保育園・保育所、学校に通いながら、障害児通所施設を利用したい」が35.7％と最も高く、次いで、「障害児通所施設を利用したい」が21.4％となっています。

図　5-10　今後はどのようにしたいと思いますか。（○は１つ）
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３．放課後等デイサービス
学校の放課後や休業日に利用する放課後等デイサービスの利用状況について、「利用している」は42.3％と高く、特に知的障がいのある児童で53.4％と比較的に高くなっています。なお、「今後利用したい」は12.2％となっています。

[image: image168.emf]精神障がい（

N = 201

）

図　5-11　放課後等デイサービスの利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

第６章　社会参加の現状とニーズ
１．外出

（１）外出の状況

外出の状況については、いずれも「ほぼ毎日」「週３～４回」を合わせた割合が５割以上となっています。また、「年に数回」「ほとんど外出しない」を合わせた割合は、概ね１割程度となっています。

図　6-1　過去１年間にどれくらい外出しましたか。（○は１つ）

　　①　障がい者
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障がいのある児童では、「ほぼ毎日」「週３～４回」を合わせた割合が、概ね７割以上となっています。

[image: image171.emf]小児慢性特定疾病（

N = 17

）

　　②　障がい児

前回調査結果と比較すると、いずれも「ほぼ毎日」「週３～４日」を合わせた割合が高まっている一方、「年に数回」「ほとんど外出しない」を合わせた割合が、知的・精神に障がいのある人で高まっています。

図　6-2　3年前との比較
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　　①　障がい者

障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で「ほぼ毎日」「週３～４日」を合わせた割合が低くなっています。
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　　②　障がい児

[image: image174.emf]手帳未所持（

N = 66

）



（２）外出での移動手段

外出での移動手段としては、身体に障がいのある人、指定難病患者で「自家用車（自分で運転）」、知的障がいのある人で「自家用車（乗せてもらう）」、精神に障がいのある人、手帳未所持者で「徒歩」の割合がそれぞれ最も高くなっています。なお、身体に障がいのある人のうち、特に視覚障がいのある人で「徒歩」「バス」の割合が高くなっています。

図　6-3　外出のときの移動手段は何ですか。（○はいくつでも）
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　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	徒歩
	自転車
	車いす
	電車
	バス
	タクシー
	自家用車（自分で運転）
	自家用車（乗せてもらう）
	バイク
	その他

	身体障がい
	1,303
	36.6
	20.3
	6.2
	15.8
	29.8
	14.6
	47.7
	39.3
	1.0
	2.4

	
	視覚障がい
	148
	71.6
	14.9
	3.4
	33.8
	61.5
	34.5
	3.4
	54.1
	0.0
	2.7

	
	聴覚等障がい
	127
	52.8
	36.2
	1.6
	26.0
	40.2
	7.9
	52.0
	31.5
	1.6
	3.9

	
	言語等障がい
	15
	46.7
	0.0
	0.0
	6.7
	26.7
	6.7
	33.3
	53.3
	0.0
	0.0

	
	肢体不自由
	472
	25.0
	12.7
	14.6
	9.5
	19.3
	15.0
	40.3
	47.0
	0.6
	2.8

	
	内部障がい
	541
	33.1
	25.1
	0.9
	14.2
	27.9
	10.5
	65.8
	29.9
	1.5
	1.7


障がいのある児童では、概ね「自家用車（乗せてもらう）」の割合が最も高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image176.emf]身体障がい（N = 1,176）


（３）外出での困りごと

外出での困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」の割合が最も高いほか、「バス・電車などの便が悪い」「交通費の負担が大きい」の割合が比較的に高く　　　なっています。なお、特に、身体に障がいのある人では「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」「乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい」、知的障がいのある人では「車などに危険を感じる」「まわりとのコニュニケーションがとれない」の割合がそれぞれ高くなっています。

図　6-4　外出するうえで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image177.emf]知的障がい（

N = 208

）


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	バス・電車などの便が悪い
	よう改良されていない
バス・電車などが容易に利用できる
	りにくい
乗物や公共的施設の案内表示がわか
	アが多い
道路の段差や施設の階段などのバリ
	車などに危険を感じる
	支援者がいない
	れない
まわりとのコニュニケーションがと
	交通費の負担が大きい
	ほとんど外出しないのでわからない
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,207
	19.3
	10.4
	10.5
	18.5
	17.6
	5.2
	6.1
	16.9
	4.0
	40.0
	4.5

	
	視覚障がい
	143
	23.8
	18.9
	39.2
	35.0
	51.0
	10.5
	11.9
	21.7
	2.8
	18.2
	4.9

	
	聴覚等障がい
	117
	17.9
	8.5
	17.1
	6.0
	22.2
	3.4
	27.4
	14.5
	1.7
	29.1
	9.4

	
	言語等障がい
	12
	0.0
	16.7
	8.3
	0.0
	8.3
	0.0
	16.7
	8.3
	8.3
	41.7
	8.3

	
	肢体不自由
	437
	17.4
	13.5
	5.7
	25.9
	15.1
	6.4
	3.7
	18.8
	7.8
	34.6
	3.9

	
	内部障がい
	498
	20.5
	5.4
	5.0
	10.6
	9.2
	3.2
	1.4
	14.7
	1.4
	53.6
	3.6


障がいのある児童では、「特にない」のほか、特に、身体に障がいのある児童、小児慢性特定疾患患者で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」、知的・精神に障がいのある児童で「車などに危険を感じる」「まわりとのコニュニケーションがとれない」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image178.emf]法律、条例ともに知っている 法律のことは知っている

条例のことは知っている 法律、条例ともに知らない


「その他」として、主に表6-5のような記入がありました。

表　6-5　その他（Ｎ＝149）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・公共交通機関で非常時（事故等）の案内放送等がわからない

・字幕がほとんどなく、事故や災害が起こった時に対処ができない

・障がい者等の優先席が有効に機能していない

・内部障がいがあることが見た目でわからないため席を譲ってもらうなど困難

・障がい者が、積極的に障がい者であることをアピールしなければならない

・障がい者専用の駐車スペースに駐車できない

・行き先々でトイレが充実しているかいつも心配

・オムツなどをかえたりする場がない

・胃ろうへの注入や医療的ケアを行う場所が少ない

・外出する際には荷物がたくさんある

・自転車が危険

・お金がない

	知的障がい
	・電車で席を譲ってもらえない

・家族がいないと外出できない

・障がい者用の駐車スペースが少ない

・まわりの人の障がいに対する理解

・お金がない

	精神障がい
	・車や自転車の交通マナー違反が多い

・病気のため車の運転ができない

・道がわからない時に人にたずねにくい

・トイレや公園はできるだけあるとよい

・人混みが苦手

	障がい児
	・駅のエレベーターが狭い

・公共交通機関の従業員の障がい者への理解

・公共の場で落ちつきがない

・まちなかの歩道が狭い

・大通りでも音響信号がない

・障がい者用の駐車場が少なく、屋根もないので雨の日の外出がしづらい

・多目的トイレが不便

・荷物が多いので車以外は外出しにくい

・周りの人の目が気になる


前回調査結果と比較すると、特に、身体障がいのある人で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」、精神に障がいのある人で「バス・電車などの便が悪い」「交通費の負担が大きい」などの割合が低くなっています。

図　6-6　3年前との比較

　　①　障がい者
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[image: image181.emf]ある あまりない 全くない
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[image: image184.emf]ある あまりない 全くない


[image: image185.emf]知的障がい（

N = 220

）
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障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」などの割合が高まる一方、知的障がいのある児童で「まわりとのコミュニケーションがとれない」などの割合が低くなっています。

　　②　障がい児
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２．外出支援サービス

（１）同行援護等

視覚障がいのある人が外出した時に移動の介護などの支援を受ける同行援護（区分２以上）または移動支援の利用状況について、「利用している」は65.4％となっています。また、「今後利用したい」は11.5％となっています。

図　6-7　同行援護または移動支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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[image: image196.emf]精神障がい（

N = 210

）


（２）行動援護等

知的・精神に障がいのある人が外出した時の移動の介護や危険を避けるための援護などの支援を受ける行動援護（区分３以上）または移動支援の利用状況について、「利用している」は、知的障がいのある人で16.0％、精神に障がいのある人で3.8％にとどまっています。また、「今後利用したい」は、知的障がいのある人で23.1％、精神に障がいのある人で28.7％となっています。

図　6-8　行動援護または移動支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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[image: image198.emf]指定難病（

N = 237

）


（３）移動支援

このほか、外出した時に移動の介護などの支援を受ける移動支援の利用状況について、「利用している」は、肢体不自由者で8.8％、内部障がいのある人で3.1％、指定難病患者で5.0％にとどまっています。また、「今後利用したい」は、肢体不自由者で24.7％、内部障がいのある人で24.9％、指定難病患者で24.2％、手帳未所持者で28.0％となっています。

図　6-9　移動支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

　　①　障がい者

[image: image199.emf]％

医療に関することについて

各種福祉サービスの利用や年金などの

手続きの方法について

グループホームなど住まいの場について

悩みごとが相談できる人や団体、機関に

ついて

職業訓練や就職情報などの就労支援に

ついて

同じような障がいのある仲間と出会える

場について

障がいのある人に配慮した行事やイベン

トなどについて

障がいのある人が外出先で利用できる施

設などについて

特にない

その他

65.0

33.8

10.1

25.7

8.4

16.0

6.3

16.9

14.3

1.7

0 20 40 60 80


[image: image200.emf]％

医療に関することについて

各種福祉サービスの利用や年金などの

手続きの方法について

グループホームなど住まいの場について

悩みごとが相談できる人や団体、機関に

ついて

職業訓練や就職情報などの就労支援に

ついて

同じような障がいのある仲間と出会える

場について

障がいのある人に配慮した行事やイベン

トなどについて

障がいのある人が外出先で利用できる施

設などについて

特にない

その他

36.0

36.0

12.0

52.0

52.0

24.0

8.0

8.0

4.0

4.0

0 20 40 60 80


障がいのある児童でも、「利用している」は3.8％にとどまっています。また、「今後利用したい」は28.6％となっています。

　　②　障がい児
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３．社会活動

（１）最近の活動状況

最近１年間の活動状況についてたずねたところ、いずれも「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」の割合が高くなっています。なお、特に知的障がいのある人では「障がいのある仲間とのふれあい」の割合が高くなっています。

図　6-10　この１年間にどのような活動をしましたか。（あてはまるものすべてに○）

　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、概ね共通して「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」「学習活動」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image204.emf]指定難病（

N = 9

）


（２）今後の活動意向

今後の活動意向についてたずねたところ、最近の活動状況と同様に、いずれも「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」の割合が高くなっています。

図　6-11　今後どのような活動をしたいですか。（あてはまるものすべてに○）
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　　①　障がい者

障がいのある児童も同様に、「旅行」「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」などの割合が比較的に高くなっています。
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　　②　障がい児

（３）活動のための環境づくり

こうした活動に障がいのある人が積極的に参加するために必要なことについてたずねたところ、いずれも「参加しやすさへの配慮」の割合が最も高くなっています。

図　6-12　スポーツやレクリエーション、文化芸術活動、社会活動などに障がいのある方が積極的に社会参加するために、どのようなことが必要だと思いますか。
（○はいくつでも）

[image: image207.emf]手帳未所持（

N = 66

）

　　①　障がい者
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	所の確保と提供
大会や発表会等の参加できる活動場
	参加しやすさへの配慮
	利用しやすい施設への改善
	家族の協力
	移動手段の確保
	参加を補助するボランティアの育成
	活動したいと思わない
	その他

	身体障がい
	1,187 
	24.9 
	55.6 
	31.4 
	21.8 
	26.3 
	22.7 
	18.3 
	3.5 

	
	視覚障がい
	138 
	29.0 
	58.7 
	33.3 
	26.1 
	39.1 
	34.1 
	18.8 
	3.6 

	
	聴覚等障がい
	110 
	34.5 
	56.4 
	26.4 
	21.8 
	17.3 
	22.7 
	16.4 
	4.5 

	
	言語等障がい
	16 
	37.5 
	62.5 
	31.3 
	25.0 
	18.8 
	25.0 
	25.0 
	0.0 

	
	肢体不自由
	431 
	21.3 
	55.0 
	34.1 
	21.8 
	30.9 
	25.5 
	18.3 
	3.0 

	
	内部障がい
	492 
	24.2 
	54.9 
	29.7 
	20.5 
	20.9 
	17.1 
	18.3 
	3.7 

	
	１級
	410 
	22.9 
	54.1 
	32.0 
	24.4 
	26.3 
	23.9 
	17.6 
	3.9 

	
	２級
	439 
	10.9 
	25.1 
	14.4 
	10.9 
	14.6 
	13.0 
	9.1 
	2.1 

	
	３級
	498 
	12.2 
	28.7 
	17.5 
	9.2 
	11.6 
	9.6 
	10.2 
	0.8 

	
	４級
	357 
	13.7 
	29.4 
	15.4 
	10.4 
	12.6 
	10.1 
	7.3 
	1.1 

	
	５級
	138 
	13.8 
	23.2 
	11.6 
	10.1 
	14.5 
	12.3 
	10.9 
	3.6 

	
	６級
	103 
	15.5 
	34.0 
	16.5 
	7.8 
	12.6 
	7.8 
	5.8 
	0.0 

	知的障がい
	191 
	26.7 
	54.5 
	26.7 
	30.9 
	28.3 
	33.0 
	15.2 
	4.2 

	
	A
	8 
	25.0 
	50.0 
	50.0 
	25.0 
	25.0 
	37.5 
	12.5 
	0.0 

	
	A1
	35 
	34.3 
	57.1 
	42.9 
	48.6 
	28.6 
	65.7 
	8.6 
	5.7 

	
	A2
	32 
	34.4 
	65.6 
	28.1 
	31.3 
	28.1 
	46.9 
	9.4 
	3.1 

	
	B1
	72 
	13.9 
	48.6 
	22.2 
	33.3 
	26.4 
	15.3 
	23.6 
	4.2 

	
	B2
	44 
	36.4 
	54.5 
	15.9 
	13.6 
	31.8 
	25.0 
	11.4 
	4.5 

	精神障がい
	182 
	24.7 
	44.0 
	23.1 
	23.6 
	22.5 
	17.0 
	26.4 
	6.6 

	
	１級
	32 
	15.6 
	31.3 
	12.5 
	21.9 
	25.0 
	15.6 
	40.6 
	3.1 

	
	２級
	124 
	29.0 
	46.8 
	25.8 
	27.4 
	23.4 
	16.9 
	21.8 
	8.9 

	
	３級
	26 
	15.4 
	46.2 
	23.1 
	7.7 
	15.4 
	19.2 
	30.8 
	0.0 


障がいのある児童でも、概ね共通して「参加しやすさへの配慮」の割合が最も高く
なっています。
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	所の確保と提供
大会や発表会等の参加できる活動場
	参加しやすさへの配慮
	利用しやすい施設への改善
	家族の協力
	移動手段の確保
	参加を補助するボランティアの育成
	活動したいと思わない
	その他

	身体障がい
	

146 
	32.2
	71.9
	37.7
	27.4
	27.4
	47.3
	6.8
	2.1

	
	１級
	66 
	31.8
	77.3
	47.0
	30.3
	40.9
	53.0
	6.1
	3.0

	
	２級
	27
	29.6
	77.8
	44.4
	11.1
	25.9
	51.9
	7.4
	0.0

	
	３級
	33
	33.3
	66.7
	27.3
	36.4
	12.1
	42.4
	6.1
	0.0

	
	４級
	3
	66.7
	100.0
	0.0
	0.0
	0.0
	33.3
	0.0
	0.0

	
	５級
	8
	25.0
	12.5
	12.5
	37.5
	25.0
	37.5
	25.0
	12.5

	
	６級
	9
	33.3
	77.8
	22.2
	22.2
	0.0
	22.2
	0.0
	0.0

	知的障がい
	195
	38.5
	73.3
	38.5
	37.4
	32.3
	53.8
	4.1
	2.1

	
	A1
	52
	28.8
	76.9
	53.8
	28.8
	38.5
	61.5
	3.8
	0.0

	
	A2
	45
	42.2
	77.8
	48.9
	42.2
	31.1
	68.9
	6.7
	2.2

	
	B1
	27
	44.4
	66.7
	25.9
	37.0
	37.0
	44.4
	7.4
	7.4

	
	B2
	71
	40.8
	70.4
	25.4
	40.8
	26.8
	42.3
	1.4
	1.4

	精神障がい
	22
	35.6
	74.3
	33.9
	34.5
	28.0
	44.9
	4.8
	2.5

	
	１級
	8
	75.0
	75.0
	50.0
	62.5
	62.5
	62.5
	0.0
	0.0

	
	２級
	9
	11.1
	88.9
	11.1
	22.2
	11.1
	0.0
	11.1
	11.1

	
	３級
	5
	20.0
	60.0
	20.0
	80.0
	20.0
	20.0
	0.0
	0.0


「その他」として、主に表6-13のような記入がありました。

表　6-13　その他（Ｎ＝54）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・宣伝や告知

・周囲の理解、援助

・障がい者自らが企画、運営する活動

・職場での休暇の確保

	知的障がい
	・障がい者用スポーツクラブなど、定期的に運動できる場所

・休暇など、職場の配慮

	精神障がい
	・障がいに対する理解

	指定難病
	・周知

・人混みは避けている

	手帳未所持
	・社会的な認知

	障がい児
	・小さい子と親子で参加できるもの

・特にトイレ（ユニバーサルベッド付き）と駐車場に配慮


４．地域活動

（１）近所つきあいの状況

近所つきあいの状況については、いずれも「顔を合せれば、あいさつをする程度」の割合が最も高くなっています。また、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者などでは「ほとんどつきあいはない」の割合も高くなっています。

図　6-14　どの程度の近所つきあいをしていますか。（○は１つ）

　　①　障がい者

[image: image210.emf]精神障がい（

N = 207

）
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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障がいのある児童でも、「顔を合せれば、あいさつをする程度」の割合が最も高く、「ほとんどつきあいはない」の割合は１割程度になっています。

　　②　障がい児
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして
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障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい
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[image: image213.emf]手帳未所持（

N = 25

）


前回調査結果と比較すると、障がいのある人では、いずれも「ほとんどつきあいはない」の割合がわずかに高まり、「困った時には何でも助け合える程度」の割合がわずかに低くなっています。

図　6-15　3年前との比較
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい
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その他
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　　①　障がい者

[image: image215.emf]身体障がい（

N = 149

）


障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で、「顔を合せれば、あいさつをする程度」の割合が高まり、「ほとんどつきあいはない」の割合が低くなっています。
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

将来、働くのが困難なので、就労継続支

援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい

自立した生活を送ることができるように訓

練する場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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　　②　障がい児

（２）近所つきあいでの困りごと

近所つきあいでの困りごとについてたずねたところ、概ね共通して「つきあいのある人が少ない」「人間関係が希薄」の割合が比較的に高くなっています。なお、特に、身体に障がいのある人のうち、聴覚等障がいのある人、知的・精神に障がいのある人で「コミュニケーションがうまく取れない」「障がいについて理解してもらいにくい」の割合が高くなっています。

図　6-16　近所つきあいで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image217.emf]知的障がい（

N = 204

）


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	つきあいのある人がいなくて孤独
	つきあいのある人が少ない
	人間関係が希薄
	コミュニケーションがうまく取れない
	障がいについて理解してもらいにくい
	関係が深くてつきあいに疲れる
	その他

	身体障がい
	895
	9.5
	43.6
	24.4
	15.3
	16.9
	2.3
	16.6

	
	視覚障がい
	105 
	9.5
	39.0
	26.7
	16.2
	28.6
	4.8
	13.3

	
	聴覚等障がい
	97
	13.4
	38.1
	18.6
	38.1
	23.7
	0.0
	12.4

	
	言語等障がい
	9
	11.1
	33.3
	0.0
	44.4
	0.0
	0.0
	22.2

	
	肢体不自由
	313
	10.2
	42.8
	21.4
	16.3
	14.7
	2.9
	21.1

	
	内部障がい
	371
	7.8
	47.2
	28.3
	7.5
	14.0
	1.9
	14.8


障がいのある児童では、概ね共通して、「障がいについて理解してもらいにくい」「コミュニケーションがうまく取れない」「つきあいのある人が少ない」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

将来、働くのが困難なので、就労継続支

援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい

自立した生活を送ることができるように訓

練する場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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「その他」として、主に表6-17のような記入がありました。

表　6-17　その他（Ｎ＝69）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・仕事をしているため、なかなか話せない

・経済的に余裕がなく、独身であるので自治会活動に参加しにくい

・近所でのトラブル

・差別を感じる

・自治会等の役員、活動

・高齢者の増加

	知的障がい
	・人間関係が難しい

	精神障がい
	・あいさつを返してくれない人がいる

・名前と顔が一致しない

・民生委員に相談しづらい

・困っていることはない

	障がい児
	・人間関係が難しい

・人に関心がない

・周りの目が心配

・障がいのことを言いづらい


（３）近所つきあいの必要性

近所つきあいの必要性についてたずねたところ、いずれも「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」の割合が最も高く、次いで、「人と人がふれあうことで人間らしい生活を送ることができること」となっています。

図　6-18　近所つきあいは、どのような点で必要だと思いますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image219.emf]精神障がい（

N = 22

）


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	ことができること
人と人がふれあうことで人間らしい生活を送る
	合い、助け合えること
「お互い様」という意識を持ちながら、見守り
	大切にすること
自治会活動、清掃活動など、自分たちのまちを
	避難訓練への参加など防災活動に協力すること
	防犯活動に協力すること
	地域文化を共同で守っていくこと
	自然環境や社会環境を守っていくこと
	大切とは思わない
	その他

	身体障がい
	1,124
	38.3
	70.0
	30.5
	22.4
	20.7
	10.5
	15.7
	5.3
	2.5

	
	視覚障がい
	139 
	43.9
	69.8
	23.7
	21.6
	18.0
	10.1
	15.8
	5.8
	0.7

	
	聴覚等障がい
	107
	41.1
	69.2
	35.5
	26.2
	24.3
	6.5
	15.0
	3.7
	3.7

	
	言語等障がい
	10
	40.0
	80.0
	0.0
	10.0
	10.0
	10.0
	10.0
	0.0
	0.0

	
	肢体不自由
	399
	39.3
	72.9
	27.6
	19.8
	15.0
	10.0
	14.5
	4.5
	3.8

	
	内部障がい
	469
	35.0
	67.6
	34.5
	24.3
	25.8
	11.9
	16.8
	6.4
	1.7


障がいのある児童でも、いずれも「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」の割合が最も高く、次いで、「人と人がふれあうことで人間らしい生活を送ることができること」などとなっています。

　　②　障がい児
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい
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てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

将来、働くのが困難なので、就労継続支

援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい

自立した生活を送ることができるように訓

練する場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

18.2

22.7

77.3

54.5

18.2

27.3

18.2

31.8

31.8

45.5

27.3

40.9

9.1

4.5

0 20 40 60 80 100


「その他」として、主に表6-19のような記入がありました。

表　6-19　その他（Ｎ＝43）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・きっかけ

・日本人の本来のよさを取り戻す

	知的障がい
	・障がいを理解してもらうこと

	精神障がい
	・近所つきあいを大切にするのは当然のこと

	手帳未所持
	・トラブルの解決が必要な時などに必要

	障がい児
	・障がいについてもっと理解をしてもらいたい

・災害など何かあった時のために、知っておいてもらうことが大切


（４）災害時の困りごと

災害時の困りごとについてたずねたところ、概ね共通して「薬や医療」「避難所での生活」「トイレ」などの割合が比較的に高くなっています。なお、特に、視覚・知的障がいのある人で「避難時の支援」、視覚・聴覚等障がいのある人で「情報の入手」などの割合が高くなっています。

表　6-20　災害時に、困ると思われることはどれですか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	情報の入手
	避難時の支援
	福祉避難所等の避難生活の場の確保
	避難所での生活
	コミュニケーション
	プライバシー
	トイレ
	補装具や日常生活用具
	薬や医療
	特にない
	わからない
	その他

	身体障がい
	1,226 
	36.0 
	34.6 
	25.8 
	50.2 
	17.7 
	27.5 
	51.3 
	20.8 
	56.7 
	4.9 
	4.2 
	2.7 

	
	視覚障がい
	147 
	49.0 
	54.4 
	40.1 
	57.8 
	27.9 
	34.7 
	51.7 
	19.7 
	39.5 
	5.4 
	4.1 
	0.7 

	
	聴覚等障がい
	116 
	66.4 
	32.8 
	24.1 
	44.0 
	47.4 
	25.0 
	37.1 
	33.6 
	31.0 
	4.3 
	3.4 
	2.6 

	
	言語等障がい
	14 
	14.3 
	21.4 
	35.7 
	42.9 
	21.4 
	14.3 
	42.9 
	14.3 
	35.7 
	7.1 
	21.4 
	7.1 

	
	肢体不自由
	442 
	28.5 
	43.4 
	29.6 
	58.8 
	16.1 
	30.5 
	62.7 
	21.7 
	51.6 
	4.8 
	5.4 
	2.7 

	
	内部障がい
	507 
	32.3 
	21.9 
	18.3 
	42.2 
	9.3 
	23.7 
	44.8 
	17.6 
	72.6 
	4.9 
	3.0 
	3.2 

	知的障がい
	213 
	42.7 
	46.9 
	39.9 
	58.2 
	37.1 
	30.0 
	44.6 
	18.8 
	39.0 
	4.7 
	5.2 
	1.4 

	精神障がい
	210 
	33.8 
	28.6 
	28.1 
	51.0 
	28.1 
	36.2 
	44.3 
	14.8 
	64.3 
	3.8 
	5.7 
	7.1 

	指定難病
	230 
	32.2 
	29.6 
	24.8 
	52.6 
	9.1 
	31.3 
	57.8 
	14.8 
	67.4 
	3.9 
	3.5 
	2.6 

	手帳未所持
	25 
	36.0 
	32.0 
	20.0 
	48.0 
	28.0 
	36.0 
	44.0 
	24.0 
	60.0 
	0.0 
	8.0 
	4.0 


障がいのある児童では、概ね共通して「避難所での生活」の割合が高くなっているほか、障がいによっては、「避難時の支援」「薬や医療」などの割合も比較的に高くなっています。

　　②　障がい児

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	情報の入手
	避難時の支援
	福祉避難所等の避難生活の場の確保
	避難所での生活
	コミュニケーション
	プライバシー
	トイレ
	補装具や日常生活用具
	薬や医療
	特にない
	わからない
	その他

	障がい児
	373 
	40.8 
	48.0 
	44.8 
	67.6 
	39.4 
	31.1 
	44.5 
	22.8 
	41.0 
	2.7 
	2.7 
	4.6 

	
	身体障がい
	152 
	42.8 
	56.6 
	49.3 
	66.4 
	29.6 
	28.3 
	51.3 
	39.5 
	53.9 
	1.3 
	1.3 
	5.3 

	
	知的障がい
	204 
	42.2 
	56.9 
	54.4 
	73.5 
	44.6 
	35.3 
	50.0 
	22.1 
	43.1 
	1.5 
	2.9 
	6.9 

	
	精神障がい
	22 
	40.9 
	45.5 
	36.4 
	77.3 
	63.6 
	50.0 
	54.5 
	4.5 
	54.5 
	4.5 
	0.0 
	0.0 

	
	指定難病
	9 
	11.1 
	22.2 
	22.2 
	33.3 
	11.1 
	33.3 
	22.2 
	33.3 
	55.6 
	11.1 
	11.1 
	0.0 

	
	小児慢性
特定疾病
	18 
	27.8 
	44.4 
	61.1 
	72.2 
	22.2 
	16.7 
	27.8 
	38.9 
	94.4 
	0.0 
	0.0 
	11.1 

	
	手帳未所持
	67 
	38.8 
	40.3 
	32.8 
	61.2 
	40.3 
	25.4 
	37.3 
	13.4 
	20.9 
	6.0 
	4.5 
	3.0 


「その他」として、主に表6-21のような記入がありました。

表　6-21　その他（Ｎ＝55）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・人工透析

・電源

・体調管理、症状の悪化

・並んだり荷物を持ったりすることができない

	知的障がい
	・周りの人の理解

・孤立

	精神障がい
	・情報の整理

	指定難病
	・衛生面

	障がい児
	・パニック時の周囲の目

・人工呼吸器、吸引器等の電気の確保


第７章　暮らしやすさの現状とニーズ
１．情報

（１）情報の入手

情報の入手先については、概ね共通して「広報ぎふ、岐阜市ホームページ」「市役所、保健所・市民健康センター」「医療機関」などの割合が比較的に高くなっています。なお、「どこから入手したらよいかわからない」は概ね１割程度となっています。

図　7-1　障がい福祉に関する情報をどこから入手していますか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image221.emf]指定難病（

N = 9

）
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

将来、働くのが困難なので、就労継続支

援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい

自立した生活を送ることができるように訓

練する場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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[image: image223.emf]小児慢性特定疾病（N = 17）


[image: image224.emf]小児慢性特定疾病（N = 17）


[image: image225.emf]％

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

将来、働くのが困難なので、就労継続支

援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい

自立した生活を送ることができるように訓

練する場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

11.8

17.6

47.1

52.9

47.1

35.3

35.3

41.2

23.5

29.4

11.8

52.9

5.9

11.8

0 20 40 60 80 100


[image: image226.emf]手帳未所持（

N = 66

）
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

将来、働くのが困難なので、就労継続支

援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい

自立した生活を送ることができるように訓

練する場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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[image: image228.emf]18～39歳（N = 24）

40～64歳（N = 72）

65歳以上（N = 26）


[image: image229.emf]視覚障がい（N = 138）

18～39歳（N = 19）

40～64歳（N = 97）

65歳以上（N = 19）


[image: image230.emf]聴覚等障がい（N = 123）

18～39歳（N = 24）

40～64歳（N = 72）


[image: image231.emf]％
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[image: image232.emf]18～39歳（N = 1）

40～64歳（N = 4）

65歳以上（N = 2）


[image: image233.emf]言語等障がい（N = 7）

18～39歳（N = 1）

40～64歳（N = 4）


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	テレビ・ラジオ
	インターネット
	新聞・雑誌
	広報ぎふ、岐阜市ホームページ
	家族・親戚
	友人・知人、近所の人
	ヘルパー
	相談支援専門員
	ケアマネジャー
	障がい者（児）の団体
	幼稚園・保育園、学校
	医療機関

	身体障がい
	1,285
	24.2
	21.9
	18.4
	33.5
	12.5
	12.8
	4.5
	6.1
	10.8
	6.7
	0.6
	17.9

	
	視覚障がい
	146
	30.1
	23.3
	12.3
	32.2
	19.2
	22.6
	8.9
	11.0
	6.8
	11.0
	3.4
	9.6

	
	聴覚等障がい
	121
	29.8
	26.4
	28.9
	36.4
	18.2
	21.5
	0.8
	1.7
	2.5
	7.4
	1.7
	6.6

	
	言語等障がい
	16
	31.3
	12.5
	31.3
	12.5
	18.8
	12.5
	0.0
	0.0
	18.8
	25.0
	0.0
	12.5

	
	肢体不自由
	467
	22.3
	19.7
	17.8
	33.6
	12.4
	13.3
	7.5
	9.9
	18.2
	6.2
	0.2
	14.6

	
	内部障がい
	535
	22.8
	22.6
	17.9
	33.8
	9.3
	7.9
	1.7
	2.6
	7.1
	5.2
	0.0
	25.8


	区
分
	市役所、保健所・市民健康センター
	民生委員・児童委員
	身体・知的障害者相談員
	岐阜市障害者生活支援センター
	障害者就業・生活支援センター
	障害福祉サービス等事業所
	地域活動支援センター
	地域包括支援センター
	社会福祉協議会
	ハローワーク
	どこから入手したらよいかわからない
	その他

	身体障がい
	28.7
	1.4
	0.8
	3.6
	1.6
	3.2
	0.7
	4.0
	2.9
	2.8
	11.9
	1.9

	
	視覚障がい
	26.0
	0.7
	0.0
	7.5
	2.1
	8.2
	2.1
	2.7
	3.4
	2.7
	10.3
	0.7

	
	聴覚等障がい
	33.9
	1.7
	0.8
	1.7
	3.3
	2.5
	0.0
	1.7
	4.1
	5.8
	9.1
	5.8

	
	言語等障がい
	18.8
	0.0
	6.3
	0.0
	0.0
	12.5
	6.3
	0.0
	0.0
	6.3
	6.3
	6.3

	
	肢体不自由
	29.1
	0.6
	1.3
	4.3
	1.5
	3.9
	0.4
	5.8
	2.8
	2.8
	10.1
	1.9

	
	内部障がい
	28.2
	2.2
	0.4
	2.4
	1.1
	1.1
	0.6
	3.4
	2.6
	2.1
	14.8
	1.1


障がいのある児童では、概ね共通して、「友人・知人、近所の人」「幼稚園・保育園、学校」「医療機関」「インターネット」などの割合が比較的に高くなっています。なお、手帳未所持児童では、平成26年４月にオープンした「岐阜市子ども・若者総合支援センター」の割合が最も高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image234.emf]％

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えて

ほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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[image: image235.emf]指定難病（N = 221）
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[image: image237.emf]身体障がい（N = 1,303） 知的障がい（N = 232） 精神障がい（N = 216）

指定難病（N = 244） 手帳未所持（N = 25）
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[image: image239.emf]身体障がい（N = 1,207） 知的障がい（N = 203） 精神障がい（N = 201）

指定難病（N = 219） 手帳未所持（N = 24）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用で

きるよう改良されていない

乗物や公共的施設の案内表示

がわかりにくい

道路の段差や施設の階段など

のバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションが

とれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわから

ない

特にない

その他
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[image: image241.emf]％

バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他
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[image: image242.emf]平成25年（N = 1,486） 平成28年（N = 1,207）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他
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[image: image244.emf]平成25年（N = 295） 平成28年（N = 203）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他
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[image: image246.emf]平成25年（N = 178） 平成28年（N = 201）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他
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[image: image248.emf]平成25年（N = 227） 平成28年（N = 219）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他
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[image: image250.emf]平成25年（N = 147） 平成28年（N = 147）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他

21.4

9.1

12.3

4.8

25.6

10.8

27.9

13.7

2.6

20.5

8.3

15.6

15.6

9.0

22.1

26.1

10.6

21.6

11.6

1.0

27.6

11.6

0 20 40 60 80 100


（２）必要な情報

必要な情報についてたずねたところ、概ね共通して「医療に関することについて」「各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの方法について」「悩みごとが相談できる人や団体、機関について」などの割合が比較的に高くなっています。

図　7-2　必要と思う情報はどのようなものですか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image252.emf]平成25年（N = 351） 平成28年（N = 199）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる
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まわりとのコニュニケーションがとれない
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ほとんど外出しないのでわからない
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[image: image254.emf]平成25年（N = 6） 平成28年（N = 21）
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良され

ていない

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない
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[image: image256.emf]平成25年（N = 12） 平成28年（N = 8）


[image: image257.emf]身体障がい（N = 1,011） 知的障がい（N = 173） 精神障がい（N = 152）

指定難病（N = 182） 手帳未所持（N = 21）
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[image: image259.emf]身体障がい（N = 860） 知的障がい（N = 139） 精神障がい（N = 141）

指定難病（N = 135） 手帳未所持（N = 23）
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コンサートや映画の鑑賞、ス

ポーツ等の観戦

スポーツ教室・大会・レクリエー

ションへの参加

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制

作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がいのある仲間とのふれあ

い

特にない

その他
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[image: image261.emf]％

大会や発表会等の参加できる

活動場所の確保と提供

参加しやすさへの配慮

利用しやすい施設への改善

家族の協力

移動手段の確保

参加を補助するボランティアの

育成

活動したいと思わない

その他
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[image: image262.emf]身体障がい（N = 895） 知的障がい（N = 178） 精神障がい（N = 178）

指定難病（N = 165） 手帳未所持（N = 23）


[image: image263.emf]％

つきあいのある人がいなくて孤

独

つきあいのある人が少ない

人間関係が希薄

コミュニケーションがうまく取れ

ない

障がいについて理解してもらい

にくい

関係が深くてつきあいに疲れる

その他
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[image: image264.emf]身体障がい（N = 1,124） 知的障がい（N = 185） 精神障がい（N = 195）

指定難病（N = 219） 手帳未所持（N = 24）


[image: image265.emf]％

人と人がふれあうことで人間ら

しい生活を送ることができるこ

と

「お互い様」という意識を持ちな

がら、見守り合い、助け合える

こと

自治会活動、清掃活動など、

自分たちのまちを大切にするこ

と

避難訓練への参加など防災活

動に協力すること

防犯活動に協力すること

地域文化を共同で守っていくこ

と

自然環境や社会環境を守って

いくこと

大切とは思わない

その他



38.3

70.0

30.5

22.4

20.7

10.5

15.7

5.3

2.5

44.9

62.2

19.5

29.7

19.5

6.5

11.9

4.9

7.0

37.9

51.8

17.4

17.4

13.3

5.6

17.4

13.3

10.8

43.8

77.6

35.2

26.9

22.8

10.0

16.0

1.4

4.6

45.8

75.0

25.0

33.3

20.8

8.3

16.7

0.0

4.2

0 20 40 60 80 100


[image: image266.emf]N =

   身体障がい

956

肢体不自由 442

内部障がい 514

１級 377

２級 126

３級 216

４級 149

５級 42

６級 21

   指定難病

219

   手帳未所持

25

5.8

8.8

3.1

8.2

9.5

3.2

0.7

2.4

5.0

2.1

4.1

0.4

1.1

4.0

1.9

2.0

2.4

2.3

24.8

24.7

24.9

24.9

34.1

27.3

15.4

21.4

23.8

24.2

28.0

37.8

36.2

39.1

35.8

24.6

40.7

46.3

40.5

57.1

36.1

52.0

29.6

26.2

32.5

30.0

27.8

26.9

35.6

33.3

19.0

32.4

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	医療に関することについて
	方法について
各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの
	グループホームなど住まいの場について
	悩みごとが相談できる人や団体、機関について
	職業訓練や就職情報などの就労支援について
	いて
同じような障がいのある仲間と出会える場につ
	について
障がいのある人に配慮した行事やイベントなど
	について
障がいのある人が外出先で利用できる施設など
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,264
	47.6
	42.7
	8.2
	24.4
	13.1
	15.2
	13.8
	27.1
	16.3
	1.2

	
	視覚障がい
	143
	41.3
	46.9
	9.8
	25.2
	12.6
	23.8
	23.1
	37.8
	15.4
	0.7

	
	聴覚等障がい
	119
	38.7
	54.6
	8.4
	26.9
	17.6
	22.7
	21.0
	18.5
	10.9
	1.7

	
	言語等障がい
	15
	33.3
	33.3
	0.0
	20.0
	20.0
	20.0
	20.0
	26.7
	20.0
	6.7

	
	肢体不自由
	455
	43.3
	43.7
	11.0
	27.5
	13.2
	14.3
	14.5
	33.0
	16.5
	1.3

	
	内部障がい
	532
	55.5
	38.3
	5.6
	21.1
	12.0
	11.8
	9.0
	21.2
	17.5
	0.9


障がいのある児童では、概ね共通して「各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの方法について」の割合が比較的に高くなっているほか、「医療に関することについて」「自立した生活を送ることができるように訓練する場について」などの割合も比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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[image: image270.emf]視覚障がい（N = 138） 18～39歳（N = 19）

40～64歳（N = 97） 65歳以上（N = 19）
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墨字（ルーペの利用含む）

拡大文字

拡大読書器

ＣＤ・テープなどの機器

電子データ（読み上げソフト）

点字

まわりの人による朗読
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[image: image274.emf]ある あまりない 全くない


[image: image275.emf]％

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増え

てほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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[image: image276.emf]平成25年（N = 1,559） 平成28年（N = 1,176）

[image: image277.emf]％

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増え

てほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

8.6

10.0

47.5

31.4

28.9

5.0

25.7

20.7

33.9

37.5

10.4

27.5

10.7

6.4

9.6

15.4

47.6

34.1

26.4

8.7

22.1

24.0

33.2

42.8

10.6

32.7

9.1

2.9

0 20 40 60 80


[image: image278.emf]平成25年（N = 280） 平成28年（N = 208）



[image: image279.emf]％

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増え

てほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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[image: image280.emf]平成25年（N = 183） 平成28年（N = 207）


[image: image281.emf]％

毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、映画鑑賞など）の支援をして

ほしい

障がいについてまわりの人の理解を深め

てほしい

障がいのある人の働ける企業が増えてほ

しい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型事業所が増えてほしい

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増え

てほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を

図ってほしい

いつでもなんでも相談できる窓口を用意し

てほしい

年金などの経済的な援助を増やしてほし

い

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に対する支援をしてほしい

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他
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[image: image282.emf]平成25年（N = 227） 平成28年（N = 219）
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（３）文字等の情報の入手

視覚障がいのある人の文字等の情報の入手手段については、「まわりの人による朗読」「墨字（ルーペの利用含む）」の割合が高くなっています。次いで、「拡大文字」「点字」が19.6％となっています。

図　7-3　日常的にどのような手段により文字情報を得ていますか。（○はいくつでも）

[image: image284.emf]平成25年（N = 147） 平成28年（N = 149）


（４）コミュニケーションによる情報の入手

聴覚等障がいのある人のコミュニケーションによる情報の入手手段については、「補聴器、人工内耳等」の割合が最も高くなっています。次いで、「筆談」が45.5％、「口話、読話」が43.1％、「手話（触手話含む）」が29.3％、「要約筆記」が20.3％となっています。

図　7-4　日常的にどのようなコミュニケーション手段により情報を入手していますか。
（○はいくつでも）
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[image: image286.emf]平成25年（N = 351） 平成28年（N = 204）
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[image: image288.emf]平成25年（N = 6） 平成28年（N = 22）
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[image: image290.emf]平成25年（N = 12） 平成28年（N = 9）


２．相談

困りごとなどの相談先については、いずれも「家族・親戚」の割合が最も高く、次いで「友人・知人、近所の人」「相談支援専門員」「医療機関」などの割合が比較的に高くなっています。

図　7-5　現在の生活で困っていることや不安に思っていること、各種福祉サービスや就労のことなどについて誰に相談していますか。（○はいくつでも）
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単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	家族・親戚
	友人・知人、近所の人
	ヘルパー
	相談支援専門員
	ケアマネジャー
	障がい者（児）の団体
	幼稚園・保育園、学校
	医療機関
	市役所、保健所・市民健康センター
	民生委員・児童委員
	身体・知的障害者相談員
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	35.3
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	11.8
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	0.7

	
	聴覚等障がい
	110
	62.7
	30.0
	1.8
	6.4
	2.7
	5.5
	1.8
	6.4
	16.4
	0.0
	1.8

	
	言語等障がい
	15
	40.0
	13.3
	6.7
	13.3
	13.3
	20.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0

	
	肢体不自由
	415
	65.8
	23.4
	9.2
	12.0
	14.5
	2.4
	0.0
	17.3
	11.3
	1.7
	1.7

	
	内部障がい
	463
	60.7
	21.2
	2.2
	2.2
	6.9
	2.2
	0.0
	24.0
	11.4
	1.5
	0.2


	区
分
	岐阜市障害者生活支援センター
	障害者就業・生活支援センター
	障害福祉サービス等事業所
	地域活動支援センター
	地域包括支援センター
	社会福祉協議会
	ハローワーク
	岐阜県障がい者差別解消推進センター
	相談できる相手がいない
	誰に相談したらよいかわからない
	その他

	身体障がい
	3.6
	2.0
	2.5
	0.8
	2.8
	2.3
	3.4
	0.4
	4.8
	6.0
	3.9

	
	視覚障がい
	4.4
	0.7
	4.4
	0.7
	2.9
	4.4
	3.7
	0.7
	2.2
	5.1
	3.7

	
	聴覚等障がい
	4.5
	2.7
	4.5
	0.0
	0.9
	0.9
	2.7
	0.0
	4.5
	11.8
	5.5

	
	言語等障がい
	0.0
	0.0
	6.7
	6.7
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	6.7
	13.3
	6.7

	
	肢体不自由
	4.3
	3.6
	2.4
	0.7
	3.6
	2.4
	3.9
	0.7
	3.9
	3.1
	3.6

	
	内部障がい
	2.6
	0.9
	1.3
	0.9
	2.6
	1.9
	3.2
	0.2
	6.5
	7.1
	3.7


障がいのある児童で、いずれも「家族・親戚」の割合が最も高く、次いで、「友人・知人、近所の人」「幼稚園・保育園、学校」「医療機関」などの割合が比較的に高くなっています。
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３．意思疎通支援サービス

手話通訳者または要約筆記者の派遣サービスの利用状況について、「利用している」は、聴覚等障がいのある人で16.5％となっています。また、「今後利用したい」は、聴覚等障がいのある人で24.3％、言語等障がいのある人で7.7％となっています。

図　7-6　手話通訳者または要約筆記者の派遣サービスの利用状況は、どれにあたりますか。
（○は１つ）
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４．差別と理解

（１）障害者差別解消法等の認知度

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」と「岐阜県障害のある人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」が今年４月に施行されたことを知っているかどうかたずねたところ、法律のことを知っている（「法律、条例ともに　　知っている」「法律のことは知っている」の合計）のは、身体に障がいのある人で23.8％、知的障がいのある人で18.9％、精神に障がいのある人で10.7％、指定難病患者、手帳未所持者で16.0％となっています。また、条例のことを知っている（「法律、条例ともに　　知っている」「条例のことは知っている」の合計）のは、身体に障がいのある人で14.9％、知的障がいのある人で11.8％、精神に障がいのある人で4.2％、指定難病患者で14.2％にとどまっています。

図　7-7　今年（平成28年）の４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」と「岐阜県障害のある人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」が施行されたことをご存じですか。（○は１つ）

　　①　障がい者
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[image: image325.emf]法律、条例ともに知っている 法律のことは知っている

条例のことは知っている 法律、条例ともに知らない


障がいのある児童では、法律のことを知っているのは27.8％である一方、条例のことを知っているのは12.1％にとどまっています。

　　②　障がい児
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（２）差別や偏見

障がいがあるために差別や偏見を感じることがあるかどうかたずねたところ、「ある」は、身体に障がいのある人で18.8％、知的障がいのある人で37.1％、精神に障がいのある人で35.3％、指定難病患者で8.1％、手帳未所持者で27.3％となっています。

図　7-8　日常生活において、障がいがあるために差別や偏見を感じることはありますか。
（○は１つ）
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障がいのある児童では、「ある」が42.8％で、特に知的・精神に障がいのある児童で５割を超えています。

　　②　障がい児
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差別や偏見を感じる人に具体的な事例をたずねたところ、主に表7-9のような記入がありました。

表　7-9　差別や偏見の事例（N=434）

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・外に出ると笑われる

・歩いていて、転ばせようとする行動があった

・メニューが見づらかったので、口頭で説明をお願いしたら、帰ってくれと言われた

・障がい者本人にたずねるべきなのに、同行の健常者（ヘルパーや家族）にたずねる
・幼児に話すように話しかけられる

・珍しそうにじろじろと見られる

	聴覚等障がい
	・好奇心の目で見られる

・友人と手話で話すと、周りの人から珍しそうに見られる

・聞こえないといやな顔をされる

・聞き返すと不快な表情をされる

・放送で呼ばれてもわからないので、周りの人に聞くといやな顔をされる

・車内放送は表示がないとわからない

・筆談をいやがられる

・「あなたはわからなくてよい」と言われる

・「私の耳も悪くなるから側に寄らないでほしい」と言われた

・就職活動の際、コミュニケーションが難しく、仕事を教えることができないから採用できないと言われた

・会社の飲み会に誘われない

	肢体不自由
	・どこに行ってもじろじろと見られる

・障がいや病気のため、周りの人から特別の人と見られる

・視線を感じる（障がいのある人をひとりの人間として見てほしい）

・車いすで通路を移動していると邪魔者のように見られる

・車イスでこんな所（スーパーなど）に来るなとつぶやかれたり、怒鳴られる

・歩いて行けるにも関わらず車いすを用意されるなど、必要以上に保護をされる

・自分なりにペースを考えて動いたり、休んだりすると、遅いとか怠けているように白い目で見られる

・席を譲ってもらえない

・障がい者手帳を見せて運賃の割引きサービス受けた際、ほかの客に「ずうずうしいやつがいる、恥ずかしくないのか」と言われた

・「子どもを持てるくらいの障がいだから配慮はいらないのでは」と言われた

・障害＝不幸ととらえられ、「ただ生きてるだけで気の毒」などと言われる

・手足の障がいのほかに言語障がいがあるため、大人になっても初対面の人に幼児に話すように話されたり、（頭をなでるなど）幼児に接するようにされる

・仕事で、できることがあっても、「体が悪いからやらなくてよい」と言われる

・入社初日に「障害者のマイナス分でみんなの負担が増える」と言われた

	内部障がい
	・障がい者手帳を持っているだけで白い目で見られる

・見た目は健康の方と一緒に見えるため、同じようなことを求められてもできないことがあり、怠けているように思われる

・ストーマを使用しているため、トイレが長くなり、変な目で見られる

・「透析患者は健常者と同じ顔をしていてもらっては困る」と言われた

・心臓の病気のため、障がい者用の駐車スペースに駐車すると怒られたことがあり、障がい者手帳を見せると「見た目は元気そうだが」と言われた

・席を譲ってもらえない

・見た目は障がい者に見えないため、優先席に座っていると視線を感じる

・就職活動の際、「健康であることが雇用条件で障がい者などは論外」などと言われた

・かわいそうと言われる

	知的障がい
	・まちを歩いていると冷たい目で見られる

・周りの人からバカにされたり、そういう目で見られる

・あいさつをしても返事がない
・見た目は普通なので、大きい声を出したりうろうろしてしまう行動が理解されず、冷たい視線を感じる

・大声を発したり、パニックになると、じっと見られてとても迷惑そうな顔をされる

・パニックを起こした際、大勢の人の前で罵声を浴び、一緒にいた兄弟までしばらく外に出られなくなった

・気の毒などと言われたり、怖いものやいやなものを見るかのような表情をされる

・職場で物がなくなれば犯人扱いされる

	精神障がい
	・じろじろと見られる

・白い目で見られる

・外出した時など、陰口を言われたり、笑われたりする

・気持ちが悪いと言われて避けられる

・あいさつもしてくれない

・腫物に触れるようにあいさつされる

・病気のため、誰にも相手にされない

・アパートやマンションを借りる際、障がい者であることを伝えたら「災害があった時、助けに行けないので」と断られた

・障がい者手帳を見せたら、歯の治療が受けられなかった

・精神の障がいは偏見を持たれやすく、犯罪などを起こすのではと誤解される

	指定難病
	・変な目で見られる

・杖で歩いてると、邪魔者扱いされる

	手帳未所持
	・怪しまれたり、相手にされない

・就職活動の際、病気があることで断られる

	障がい児
	・みんなにじろじろと見られる

・周りの視線が冷たい

・見た目では障がい（発達障がい）がわかりづらいため、問題行動があった際、冷たい目で見られる

・障がいがあるため関わりを持ちたくないと避けられたり、バカにされる（周りの人がそういう態度をとるので子どもたちもそのようになっている）

・親のしつけが悪いとか、わがままだとか言われる

・車いすでバスに乗るとあまりよい顔をされない

・車いすで通りかかる際、邪魔そうな顔をされた

・動きが遅いことをいやがられる

・見た目にはわからないため、オストメイト用トイレに入り、いやな顔をされた

・内部障がいなので、体育を見学したり、運動会でできない種目があると、ズルをしているのではないかというようなことを言われた

・特別学級、特別支援学校に通っていると偏見の目で見られる

・地域の子ども会に誘ってもらえなかった

・最初からできないと思われる

・かわいそうなどと同情の声を聞かせられる

・発達障がいというだけで、将来犯罪者になるのではと言われる


前回調査結果と比較すると、概ね「ある」の割合が低くなっています。

図　7-10　3年前との比較
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　　①　障がい者
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　　②　障がい児
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[image: image335.emf]発達障がい（N = 23） 知的障がい（N = 191）

精神障がい（Ｎ＝183） 手帳未所持（N = 24）


※前回（平成25年）、精神に障がいのある人・児童への調査は実施していません。

（３）理解や配慮

障がいについての理解や配慮があり、よかったと感じたことがあるかどうかたずねたところ、「ある」は、身体に障がいのある人で24.1％、知的障がいのある人で27.4％、精神に障がいのある人で25.1％、指定難病患者で12.8％、手帳未所持者で45.8％となっています。

図　7-11　日常生活において、障がいについて理解や配慮があり、よかったと感じたことはありますか。（○は１つ）
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　　①　障がい者

障がいのある児童では、「ある」が40.9％となっています。
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　　②　障がい児

[image: image338.emf]重度・重複障がい（N = 71） 身体障がい（N = 1,227）

知的障がい（N = 194） 障がい児（N = 25）


障がいについての理解や配慮があり、よかったと感じた人に具体的な事例をたずねたところ、主に表7-12のような記入がありました。

表　7-12　理解や配慮の事例（N=445）


	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・道や席を譲ってもらえた

・道案内をしてもらえた

・駅の人込みの中で声をかけてもらい、改札まで案内してもらえた
・外で声をかけられた際、（誰かわかるように）名前を名乗って声をかけてもらえた

・代筆や代読をしてもらえた

	聴覚等障がい
	・手話で話しかけてもらえた

・筆談してもらえた

・（聞き取りやすいように）大きな声で話しかけてもらえた

・旅行の際、旅行会社の方にメモで対話してもらえた

・会社で、年に２回、ろうあ者と会社の総務部、上司などが集まって話し合いを行っており、製造のチェック時にわかるようにパトライトランプを設置してもらえた

	肢体不自由
	・席を譲ってもらえた

・重たい荷物を持とうとした時や持つのに困っていた時、手伝ってもらえた

・さりげなくドアを開けてもらえるなどの気づかいをしてもらえた

・出入口などで、車いすを押してもらえたり、ドアを開けてもらえるなど、お願いしなくても助けてもらえた

・出入口をスロープにしてもらえたり、１階にロッカールームを設けたりしてもらえた

・トイレが利用しやすくなった

・階段で上がれない際、車いすをかついでもらえた

・横断歩道の段差で困っていた時、車いすを押してもらえた

・困った時に周りの人に助けてもらえた

・外出している際、声をかけてもらえるようになった

・「ゆっくりでいいですよ」、「気をつけてくださいね」などの優しい気づかいの言葉をかけてもらえた
・スーパーなどで車いすに乗っていたら、他の客に商品を取ってもらえた

・スーパーなどの配慮された駐車スペース

・仲間づくりの輪に入れるよう配慮してもらえた

・職場の人などに働きやすいよう配慮してもらっている

・会社でみんなと同じように仕事をさせてもらっている

・今までどおりに接してくれている

	内部障がい
	・席を譲ってもらえた

・近所の人に声をかけてもらえる

・周りの人の理解とサポート

・車いすに乗っている時、エレベーター乗降時にドアの開閉補助をしてもらえた

・出入口の近くにある障がい者用の駐車場

・オストメイト対応トイレなど、専用トイレが増えた

・職場の理解

・通院の際に気軽に休暇を取れるよう配慮してもらっている

・出勤・退勤時間を調整してもらっている

	知的障がい
	・顔を合わせるといつもあいさつしてもらえる

・近所の人に温かく接してもらえる

・困っている時に声をかけてもらえた

・てんかんの発作の際に手伝ってもらえた

・近くのコンビニの店員に障がいを理解して親切に接してもらっている

・職場での困ったことやわからないことを理解してもらい、説明してもらっている

・漢字にふりがなを振ってもらえた

	精神障がい
	・近所の人にあいさつや声かけをしてもらっている

・優しい言葉をかけてもらえた

・段差のあるところなどは前もって教えてもらえたり、見守ってもらっている

・精神障がいへの理解が深まっている

	指定難病
	・近所の人から優しい言葉をかけてもらえた

・困っている時に助けてもらえた
・車いすで外出している際に周りの人に気づかってもらえた

・バリアフリーの施設が増えた

	手帳未所持
	・申請に必要な書類をもらいに行った際、口頭だけでなく紙に書いて説明してもらえた
・職場で上手く話せなくても、話し終えるのを待ってもらえたり、話を少しでも理解しようとしてもらっている

	障がい児
	・地域の人みんながやさしく理解してもらえた

・心配して声をかけてもらえる

・困っているのを見て、手を差し伸べて一緒に行動してもらえる

・あらかじめ周りの人に理解を求め、話し合いを行っていたため、できなくてあたり前で、できたらみんなでほめてもらえた

・特に理由を聞くこともなく、気さくに話しかけてもらえた

・周りの子に危ないところは声をかけ、困ってることがあると助けてもらっている

・学校で、先生やほかの保護者に（本人が）できる事柄を理解してもらい、参加しやすいように協力してもらっている

・学校で、友達に自然に助けてもらえ、先生に常に気にかけてもらえる

・車いすで移動している際、ドアをあけてもらえた

・飲食店で車イスが入れるように配慮してもらえた

・エレベーターや電車の乗降の際、「手伝いましょうか」と声をかけてもらえた

・ショッピングモールなどで、障がい者専用の駐車場が増えている

・筆談してもらえた

・メモで伝えてもらえた

・指文字で対応してもらえた

・障がいがある、なしに関係なく平等に、普通に接してもらっている


５．暮らしやすい環境づくり

暮らしやすくするためのニーズをたずねたところ、概ね共通して「年金などの経済的な援助を増やしてほしい」「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」などの割合が比較的に高くなっています。なお、身体に障がいのある人のうち、特に視覚障がいのある人で「外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい」の割合が高くなっています。

図　7-13　暮らしやすくなるために特にしてほしいことは、どのようなことですか。
（○はいくつでも）

　　①　障がい者[image: image339.emf]％
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[image: image348.emf]重度・重複障がい（N = 69） 身体障がい（N = 1,303）

知的障がい（N = 232） 障がい児（N = 376）

自家用車（自分で運転）
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[image: image351.emf]発達障がい（N = 11） 知的障がい（N = 147）

精神障がい（N = 67） 手帳未所持（N = 9）
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[image: image353.emf]正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）

自営業（家の仕事の手伝いを含む）



単位：％

	区　　　分
	有効回答数（Ｎ）
	毎日の生活の手助けがもっとほしい
	外出（買物、映画鑑賞など）の支援をしてほしい
	障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい
	障がいのある人の働ける企業が増えてほしい
	業所が増えてほしい
一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・Ｂ型事
	リハビリ訓練の場が増えてほしい
	障がいに適した設備をもった住宅が増えてほしい
	外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい
	いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい
	年金などの経済的な援助を増やしてほしい
	に対する支援をしてほしい
スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸術活動
	制度をもっとわかりやすく紹介してほしい
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,176
	8.6
	9.7
	25.3
	25.6
	9.4
	11.9
	14.5
	23.0
	25.8
	43.3
	5.3
	29.2
	17.3
	2.6

	
	視覚
障がい
	140
	14.3
	23.6
	35.0
	32.9
	15.0
	10.0
	24.3
	42.9
	30.7
	48.6
	10.0
	34.3
	11.4
	2.1

	
	聴覚等
障がい
	115
	9.6
	6.1
	39.1
	29.6
	7.8
	4.3
	12.2
	21.7
	30.4
	33.9
	7.8
	33.9
	13.9
	6.1

	
	言語等
障がい
	14
	14.3
	0.0
	21.4
	7.1
	14.3
	14.3
	7.1
	7.1
	14.3
	21.4
	0.0
	28.6
	28.6
	0.0

	
	肢体
不自由
	425
	11.1
	10.4
	24.0
	24.7
	10.4
	21.9
	20.0
	25.4
	26.1
	44.0
	4.5
	29.4
	16.5
	2.4

	
	内部
障がい
	482
	4.4
	6.2
	20.3
	23.9
	7.3
	5.4
	7.5
	15.8
	23.2
	44.0
	4.1
	26.3
	20.3
	2.3

	
	１級
	414
	10.4
	11.6
	26.6
	22.9
	9.4
	10.6
	16.2
	21.5
	24.9
	44.2
	5.8
	27.1
	15.9
	2.2

	
	２級
	199
	12.1
	12.6
	34.7
	23.6
	9.0
	20.6
	21.6
	32.2
	31.2
	46.2
	6.5
	32.7
	11.6
	4.0

	
	３級
	236
	4.7
	8.9
	24.6
	30.1
	8.9
	11.9
	12.3
	19.9
	22.9
	45.8
	5.9
	28.8
	18.6
	2.1

	
	４級
	170
	5.3
	3.5
	17.1
	25.3
	10.6
	7.6
	8.2
	18.2
	25.9
	38.2
	2.9
	30.6
	22.4
	1.8

	
	５級
	69
	10.1
	5.8
	24.6
	31.9
	10.1
	4.3
	13.0
	26.1
	24.6
	49.3
	2.9
	29.0
	20.3
	2.9

	
	６級
	52
	3.8
	11.5
	19.2
	34.6
	11.5
	11.5
	5.8
	23.1
	23.1
	34.6
	5.8
	25.0
	19.2
	3.8

	知的障がい
	208
	9.6
	15.4
	47.6
	34.1
	26.4
	8.7
	22.1
	24.0
	33.2
	42.8
	10.6
	32.7
	9.1
	2.9

	
	A
	8
	37.5
	37.5
	75.0
	12.5
	25.0
	12.5
	25.0
	37.5
	37.5
	25.0
	0.0
	25.0
	0.0
	0.0

	
	A1
	38
	10.5
	15.8
	60.5
	18.4
	21.1
	21.1
	34.2
	21.1
	31.6
	42.1
	10.5
	31.6
	5.3
	7.9

	
	A2
	33
	15.2
	27.3
	45.5
	36.4
	39.4
	12.1
	30.3
	27.3
	42.4
	54.5
	18.2
	42.4
	3.0
	3.0

	
	B1
	74
	4.1
	6.8
	41.9
	33.8
	29.7
	0.0
	13.5
	17.6
	31.1
	44.6
	9.5
	28.4
	10.8
	1.4

	
	B2
	43
	2.3
	14.0
	48.8
	58.1
	23.3
	4.7
	23.3
	32.6
	32.6
	37.2
	9.3
	37.2
	9.3
	2.3

	精神障がい
	207
	10.6
	11.6
	31.9
	32.9
	16.9
	8.7
	13.0
	18.4
	30.9
	48.8
	8.7
	27.5
	15.5
	9.2

	
	１級
	36
	13.9
	19.4
	33.3
	13.9
	2.8
	0.0
	8.3
	25.0
	27.8
	50.0
	11.1
	16.7
	22.2
	5.6

	
	２級
	132
	11.4
	10.6
	35.6
	37.9
	20.5
	11.4
	15.9
	17.4
	34.8
	51.5
	10.6
	33.3
	12.9
	10.6

	
	３級
	28
	7.1
	3.6
	10.7
	28.6
	14.3
	10.7
	7.1
	14.3
	25.0
	42.9
	0.0
	25.0
	21.4
	7.1


障がいのある児童では、概ね共通して「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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[image: image357.emf]配偶者 父母・義父母 子ども・子どもの配偶者

兄弟姉妹 祖父母 その他
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[image: image359.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上


[image: image360.emf] 

持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 グループホーム

入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他

正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）自営業（家の仕事の手伝いを含む）

[image: image361.emf] 

自宅（家族等と同居） 自宅（ひとり暮らし）

グループホーム 入所施設

高齢者向けの入居・入所施設 その他

正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）自営業（家の仕事の手伝いを含む）
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[image: image363.emf]正職（社）員

正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）

自営業（家の仕事の手伝いを含む）

内職

就労移行支援事業所、就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所、作業所等を利用

その他
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[image: image365.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上


[image: image366.emf]持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 グループホーム

入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他
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[image: image368.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

利用したくても、通うことができず利用できない

わからない

[image: image369.emf]ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない


単位：％

	区　　分
	有効回答数（Ｎ）
	毎日の生活の手助けがもっとほしい
	外出（買物、映画鑑賞など）の支援をしてほしい
	障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい
	障がいのある人の働ける企業が増えてほしい
	型事業所が増えてほしい
将来、働くのが困難なので、就労継続支援Ａ型・Ｂ
	が増えてほしい
自立した生活を送ることができるように訓練する場
	障がいに適した設備をもった住宅が増えてほしい
	外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい
	いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい
	年金などの経済的な援助を増やしてほしい
	に対する支援をしてほしい
スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸術活動
	制度をもっとわかりやすく紹介してほしい
	特にない
	その他

	障がい児
	367
	11.2
	12.3
	55.6
	54.8
	27.0
	38.4
	20.7
	28.6
	34.9
	35.7
	16.6
	43.6
	6.5
	3.0

	身体障がい
	149
	18.1
	14.1
	51.0
	47.0
	26.2
	28.2
	27.5
	38.9
	28.2
	32.9
	12.8
	45.0
	4.0
	2.0

	
	１級
	67
	23.9
	19.4
	61.2
	46.3
	31.3
	35.8
	38.8
	52.2
	34.3
	37.3
	11.9
	46.3
	4.5
	3.0

	
	２級
	29
	13.8
	13.8
	51.7
	41.4
	31.0
	24.1
	24.1
	31.0
	20.7
	37.9
	17.2
	48.3
	0.0
	0.0

	
	３級
	33
	12.1
	9.1
	30.3
	48.5
	18.2
	12.1
	18.2
	24.2
	21.2
	30.3
	15.2
	42.4
	6.1
	3.0

	
	４級
	3
	33.3
	33.3
	0.0
	66.7
	0.0
	33.3
	0.0
	33.3
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0

	
	５級
	8
	0.0
	0.0
	50.0
	75.0
	12.5
	50.0
	25.0
	37.5
	50.0
	25.0
	0.0
	50.0
	12.5
	0.0

	
	６級
	9
	22.2
	0.0
	66.7
	33.3
	22.2
	22.2
	0.0
	22.2
	22.2
	11.1
	11.1
	44.4
	0.0
	0.0

	知的障がい
	204
	16.7
	17.6
	60.8
	61.8
	39.7
	45.6
	26.0
	35.3
	38.7
	41.7
	20.1
	47.1
	2.5
	4.9

	
	A1
	55
	20.0
	20.0
	60.0
	40.0
	29.1
	23.6
	36.4
	49.1
	30.9
	30.9
	12.7
	43.6
	3.6
	3.6

	
	A2
	45
	24.4
	22.2
	60.0
	55.6
	64.4
	51.1
	31.1
	42.2
	37.8
	42.2
	24.4
	48.9
	2.2
	4.4

	
	B1
	29
	13.8
	10.3
	75.9
	82.8
	55.2
	55.2
	20.7
	27.6
	44.8
	48.3
	24.1
	55.2
	0.0
	0.0

	
	B2
	75
	10.7
	16.0
	56.0
	73.3
	26.7
	54.7
	17.3
	24.0
	42.7
	46.7
	21.3
	45.3
	2.7
	8.0

	精神障がい
	22
	18.2
	22.7
	77.3
	54.5
	18.2
	27.3
	18.2
	31.8
	31.8
	45.5
	27.3
	40.9
	9.1
	4.5

	
	１級
	8
	25.0
	50.0
	87.5
	75.0
	50.0
	37.5
	37.5
	62.5
	25.0
	75.0
	37.5
	50.0
	0.0
	0.0

	
	２級
	9
	11.1
	11.1
	77.8
	55.6
	0.0
	22.2
	11.1
	11.1
	22.2
	33.3
	22.2
	33.3
	11.1
	0.0

	
	３級
	5
	20.0
	0.0
	60.0
	20.0
	0.0
	20.0
	0.0
	20.0
	60.0
	20.0
	20.0
	40.0
	20.0
	20.0


「その他」として、主に表7-14のような記入がありました。

表　7-14　その他（72件）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・できれば視覚障がいに特化した老人ホームを設けてほしい

・ヘルパーの人数を増やしてほしい

・近くにスーパーやコンビニ等があるとよい

・見た目は健常者にみえるから何かマークがあるとうれしい

・就労支援事業所の質の向上

・自宅まで施設の送迎がきてほしい

・体調の変化などがあっても、一定の収入が得られるように継続的な援助をしてほしい
・障がい者用トイレを増やしてほしい

・文字情報を増やしてほしい

・できたら窓口で番号票を受け取って順番がきたら番号を表示（電光板）するようにしてもらえるとよい

・聞こえやすくする磁器ループの設置を増やしてほしい

・相談のために訪問してほしい

・同じ障がいを持った同世代の方と関わりたい

・障がいに関しての手続きが市の事務所でできるようにしてほしい

・往診を頼める医師を増やしてほしい


	知的障がい
	・障がい者の高齢化に伴う施設を増やしてほしい

・屋内で障がい者が無料で使える施設がほしい

・経済的に公平に障がい者支援をしてほしい

	精神障がい
	・いのちの電話が24時間いつでもつながるようにしてほしい

・個人情報対策

	指定難病
	・障がい者割引を難病患者にも広げてほしい

	手帳未所持
	・もう少し簡易的に使えるサービスがほしい

	障がい児
	・ショートステイの事業所を増やしてほしい

・障がいについて差別をなくしてほしい

・障がいの種類、程度も人それぞれなので、個人に適した対応と温かい心で接してほしい

・特に障がい者用のトイレや駐車場について、必要性を理解してほしい

・子どもにもわかるような優しく楽しい窓口や資料がよい

・申請の際の手続きのサポート

・介助する側のケアが充実するとよい


前回調査結果と比較すると、特に、精神障がいのある人で「障害についてまわりの人の理解を深めてほしい」、指定難病患者で「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」などの割合が低くなっています。

図　7-15　3年前との比較

　　①　障がい者
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[image: image372.emf]満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない
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[image: image374.emf]身体障がい（N = 1,227） 知的障がい（N = 194） 精神障がい（N = 195）

指定難病（N = 227） 手帳未所持（N = 25）
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[image: image376.emf]身体障がい（N = 1,162） 知的障がい（N = 196） 精神障がい（N = 192）

指定難病（N = 227） 手帳未所持（N = 24）
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障がいのある児童では、特に身体・知的障がいのある児童で「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」「外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい」などの割合が高まっています。

　②　障がい児

[image: image378.emf]身体障がい（N = 1,291） 知的障がい（N = 221） 精神障がい（N = 213）

指定難病（N = 236） 手帳未所持（N = 25）
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[image: image380.emf]岐阜市
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[image: image382.emf]身体障がい（N = 673） 知的障がい（N = 64） 精神障がい（N = 145）

指定難病（N = 141） 手帳未所持（N = 10）


[image: image383.emf]働きたい

働きたいが自分の身体状況等を考えると難しい

働くつもりはない、または、働く必要がない
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第８章　意見・要望
１．総括

この調査では、障がいのある人などに実態や意向等について選択形式によりお聞きしたほか、今後の市の取り組みや市民の皆さんの議論や活動に生かしていけるよう、記述形式により意見や要望をお聞きしました。

いただいた意見や要望の内訳は、表８－１のとおりで、具体的には主に192から205ページまでのような記入がありました。

表　8-1　意見・要望　

単位：件
	区　　分
	住まい
	生活
	医療・
保健
	就労
	就学
	移動
	社会
参加
	情報・
相談
	差別・
理解等
	その他
	計

	視覚障がい
	－
	４
	２
	２
	－
	６
	－
	２
	７
	11
	34

	聴覚等障がい
	－
	６
	－
	２
	－
	－
	２
	12
	４
	７
	33

	言語等障がい
	１
	２
	－
	－
	－
	－
	１
	－
	１
	－
	５

	肢体不自由
	４
	26
	７
	10
	１
	10
	４
	９
	12
	25
	108

	内部障がい
	－
	15
	12
	７
	－
	５
	２
	11
	16
	25
	93

	知的障がい
	８
	14
	１
	３
	－
	１
	２
	７
	５
	９
	50

	精神障がい
	－
	９
	２
	６
	－
	２
	－
	８
	13
	20
	60

	指定難病
	１
	４
	16
	－
	－
	２
	３
	７
	３
	18
	54

	手帳未所持
	－
	１
	２
	１
	－
	－
	－
	１
	２
	２
	９

	障がい児
	１
	34
	13
	２
	17
	３
	８
	18
	24
	15
	135

	計
	15
	115
	55
	33
	18
	29
	22
	75
	87
	132
	581


２．住まい

表　8-2　住まい

	区　　分
	主な内容

	言語等障がい
	・高次脳機能障がいの人が生活できる施設があると助かる

	肢体不自由
	・親亡き後が心配、入所施設の充実が必要である

	
	・動けなくなった時に入所できる施設を充実してほしい

	
	・車いすで自由に動けるスペースがある部屋がほしい

	
	・車いすで生活できる住宅の情報がほしい

	知的障がい
	・入所施設、グループホームの整備、充実

	
	・入所施設の料金を安くしてほしい

	
	・障がい者用の住宅を増やしてほしい

	指定難病
	・低料金で入居でき、サービスが受けられるところがほしい

	障がい児
	・バリアフリーのアパートなどの住まいを充実してほしい


３．生活

表　8-3　生活

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・経済的に補助等の支援が必要である

	聴覚等障がい
	・補助等の充実

	
	・ＮＨＫの受信料の全額免除

	
	・耳が聞こえないので電話ができないのが困る

	言語等障がい
	・失語症に対しての理解と援助が少ないため、収入が少なく生活が苦しい

	肢体不自由
	・年金、生活保護費が少なく、働くことができなく、生活が苦しい、将来不安である

	
	・経済的な支援が必要である

	
	・すべての等級で障がい者年金を受給できるようにしてほしい

	
	・障がい者は収入は少なく、固定資産税は負担である

	
	・重度化していくことが心配である（改善していくことは難しい）

	
	・家族の介護の疲れ、ストレスがあり、家族に介護ができるか心配である

	
	・障がいが重くなった時に使えるサービスの充実（移動・介助・生活の場）

	
	・ショートステイの充実

	
	・訪問介護の時間を増やしてほしい

	
	・デイケアを増やしてほしい

	
	・施設の食事が十分でない

	
	・重度の障がい者の居場所づくりが必要である

	
	・公共トイレでも洋式がないと、和式は利用できず困る時が多い

	内部障がい
	・障害年金等が少ない

	
	・障害年金、その他手当等の不正受給など障がい者自身のモラルが低下している

	
	・障害者特別手当を（身体障害者手帳）１種１級であれば支給してほしい

	
	・ストマ（使い捨て）助成の全額支給等

	
	・人工膀胱の補助金の上限額を上げてほしい

	
	・税金の免除

	
	・介護関係者の虐待などをなくしてほしい

	
	・家族介護者への支援の充実

	
	・一人でできることは何でもやるようにする

	
	・将来の生活が不安である


	区　　分
	主な内容

	知的障がい
	・自立、自活できる経済的援助が必要である

	
	・介護者支援としてショートステイを利用できる日数を増やす

	
	・通所施設での利用時間を長くしてほしい

	
	・障がい者への家事支援サービスが介護サービスに移り、利用できる時間が減ったが、障がい者と健常者とはわけて考えてほしい

	
	・通所している施設でも泊まることができるとよい

	
	・介護施設の知的障がい者のヘルパーが不足している

	
	・障害福祉サービス事業所での職員の不足が気になる

	
	・放課後デイサービスのようなサービスがあると大変ありがたい

	
	・福祉用具等の決定を早く通知してほしい

	
	・親亡き後の将来が不安である

	精神障がい
	・今の障害者年金では生活が苦しい（障害年金の給付要件の緩和）

	
	・成年後見制度を安心して利用したい

	
	・名古屋市に比べると福祉サービスが少ない

	
	・将来の生活（経済面）が不安である

	
	・親亡き後の生活が心配である

	指定難病
	・医療費の補助しかないため、何かあったら生活できない

	
	・働きたいが、働けない健康状態なので何か支援があるとありがたい

	
	・家族とのコミュニケーションがうまく取れない

	手帳未所持
	・生活が非常に苦しいため、経済的支援制度を増やしてほしい

	障がい児
	・障がい者施設、サービスを増やしてほしい

	
	・放課後デイサービスの充実、増加を望む

	
	・土・日曜日などに過ごせる場、サービスがほしい

	
	・働いているので子どもの預かりサービスを充実してほしい

	
	・働きながら障がい児をみていくことは、身体的・精神的負担が多い

	
	・事業所の監視をしっかり行ってほしい

	
	・中学、高校に行っても勉強や社会性を身につけられるような支援がほしい

	
	・サポートブックの内容を改良してほしい

	
	・経済的に将来の生活への不安がある


４．医療・保健

表　8-4　医療・保健

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・健康づくりのため、スポーツセンターの充実や健康センターでの障がい者への配慮が必要である

	
	・名古屋のリハビリテーションのような場は重要である

	肢体不自由
	・医療費が高い

	
	・高額医療費の手続きが面倒である

	
	・後天性の障がいに対する医療の充実

	
	・終末まで入院できる病院が少ない

	
	・身近に車いすでも診察してもらえる耳鼻科病院がほしい

	
	・医師の障がいについての知識が十分でない

	内部障がい
	・医療費の無料化、補助

	
	・抗ガン剤を使用しているが、ジェネリック医薬品がなく医療費が高額である

	
	・生命保険加入のための支援がほしい

	
	・病院の対応があいまい

	
	・人工透析を受けているため送迎と透析の時間で１日が過ぎてしまう

	
	・透析をしている病院を通していろいろな情報を得たい

	
	・自立支援医療受給の申請書など書類が届くのが遅い

	知的障がい
	・医療費を１割負担にしてほしい

	精神障がい
	・リハビリの充実

	指定難病
	・医療費の負担の軽減

	
	・治療法や治療薬の開発、研究を進めてほしい

	
	・指定難病の医療費の受給について、病院、医師に対する指導や周知を強化すべきである

	
	・毎年の指定難病の申請が大変であり、簡素にしてほしい

	手帳未所持
	・自己負担の医療費が年々増えて、大変である

	障がい児
	・中高校生になると障がい認定がされなくなる可能性が高く、医療費が心配である

	
	・市内において障がい児のためのＰＴ、ＯＴ、ＳＴが受けられる機関が少なく不便である

	
	・障がい者用の病院がほしい

	
	・子どもの障がいに合った医療機関が明確にわかるとよい

	
	・アトピー性皮膚炎は今のところ完療できないので、難病指定してもらいたい

	
	・治療の対象にならないことに疑問を感じる

	
	・リハビリ施設の利用が同時期に複数個所でできないことに困っている

	
	・医療ケアのできる放課後デイサービスが少ない


５．就労

表　8-5　就労

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・障がいがあっても働きやすい職場が増えてほしい

	聴覚等障がい
	・障がい者に対する職場での配慮が欠けている

	
	・市役所の職員として、積極的に聴覚障がい者を採用してほしい

	肢体不自由
	・障がい者が仕事できるチャンスが少ない

	
	・就労、自営や起業への支援がほしい

	
	・県内でスキルの高い訓練が受けられる場があるとよい

	
	・Ａ型とＢ型など能力にあった作業所に入れた方がよい

	
	・働く場所の情報がほしい

	
	・就労の相談の場がわからない

	
	・心理カウンセラーを派遣し、働く上での悩みの相談場所を設けてほしい

	内部障がい
	・障がいがあっても、働きたい

	
	・資格を取ってもなかなか仕事に就けない

	
	・職場（企業）などは業績が優先され、障がい者にとってはつらい面もある

	
	・市の外郭団体等でもっと多く障がい者を採用すべきである

	
	・ハローワークなどとの連携強化

	知的障がい
	・一般企業での障がい雇用が増えるとよい

	
	・長く安心して働ける正規職員雇用を増やしてほしい

	
	・ハローワークが身近な場所にあると便利である

	精神障がい
	・職場で指導、相談、環境など障がい者への配慮が感じられない

	
	・障がい者が安心して働ける場が増えていほしい

	
	・働き場の情報提供がほしい

	
	・就労施設の給料が少ないので、賃金を上げてほしい

	手帳未所持
	・スキルを生かせる職場などがあるとよい

	障がい児
	・高校卒業後に本人の希望する仕事に就くことは難しい

	
	・就労も含めて将来に不安を感じる


６．就学

表　8-6　就学

	区　　分
	主な内容

	肢体不自由
	・小中学校の授業参観において、階段では不便であるため、エレベーターがほしい

	障がい児
	・特別支援学校の数が少なく、遠くて通学が困難である

	
	・特別支援学校の質の向上、教員のレベルアップを図ってほしい

	
	・学校に特別支援学級を設置してほしい（支援をもっと手厚く）

	
	・学校の特別支援学級の先生が足りない

	
	・通級を全学校につくってほしい

	
	・学校の先生によって対応や理解に差があるように感じる

	
	・学習障がいのある子どもには、タブレットを用いた授業を行ってほしい

	
	・もっと学力を伸ばし、可能性を広げてあげたい

	
	・送り迎えのある通園先が少ない

	
	・障がいのある子どもに対して保育園への入園基準を見直してほしい

	
	・自閉症専門の療育施設があったらよい

	
	・小児の訓練の場が少ない


７．移動

表　8-7　移動

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・音響信号の普及

	
	・点字ブロックを増やしてほしい

	
	・バスの案内の音量を大きくしてほしい

	
	・運転免許を取得できず、タクシー利用が多いためタクシーチケットの支給を受けたい

	
	・ガイドヘルパーの観劇代、食事代等を利用者が払うと決められているが、複数の利用者で１人のヘルパーの利用ができないか

	肢体不自由
	・歩道と車道に段差があり、車いすで走行する際に不安がある

	
	・通院の交通手段が車しかなく大変である

	
	・バスの本数の増加

	内部障がい
	・新しくできた道路でも、段差がきつい

	
	・一般的に車いすのない店が多く、車いすでは入れない段差や階段のある店が多い

	
	・車に乗り移るまでに、時間がかかるため、駐禁の取り締まりが厳しくて安心して停めておけない

	
	・透析患者の通院で、帰りは代行のようなサービスがあるとよい

	
	・ＥＴＣ割引の対象者の緩和

	知的障がい
	・月に１回以上、静岡の病院へ通院しており、高速道路の割引きサービスがほしい

	精神障がい
	・電車の障がい者割引きがあればもっと外出しやすい

	
	・市営の駐輪場に定期利用の割引きはあるが、一時利用の割引きがない

	指定難病
	・タクシー券の支給など、外出時の交通費への支援

	
	・バス路線の見直し

	障がい児
	・移動支援サービスを通学でも使えるようにしてほしい

	
	・通学や通院には支援がないため、医療的ケアの必要な子どもの通学に関して配慮がほしい


８．社会参加

表　8-8　社会参加

	区　　分
	主な内容

	聴覚等障がい
	・市の行事、イベント等において文字情報の提供や要約筆記を設置するなど、聴覚障がい者への配慮がほしい

	言語等障がい
	・着替えが楽にできるトイレが増えるとよい

	肢体不自由
	・洋式トイレの設置

	
	・まちに気楽に車いすで出られるよう、利用できるトイレ、交番、支援機関などの簡易マップを地域ごとにつくり、公共の場に置いてほしい

	
	・障がい者が旅行へ行きやすくする工夫をしてほしい

	
	・コミュニケーションが取れないので困っている

	内部障がい
	・オストメイトでも使用できるトイレを増やしてほしい

	
	・美術館などの入場料を無料にしてほしい

	知的障がい
	・障がいがあっても、安心して参加できるような「スポーツをする場所」「趣味に取り組める場所」をつくってほしい

	
	・知的障がい者のスポーツ講座、教室など定期的に運動できる場をつくってほしい

	指定難病
	・施設を使用する際に障がい者にとって、和式の便所のみでは不便であり、洋式便所の設置を検討してほしい

	
	・患者会の総会や交流会等催し物の会場を無料で貸してほしい

	
	・美術館等での障がい者割引で利用が可能になれば外出のきっかけにもなる

	障がい児
	・公共施設でのバリアフリー化や点字ブロック、障がい者用駐車場の整備など、ユニバーサルデザインのまちづくりを進めてほしい

	
	・障がい者のみが楽しむコンサート、映画、スポーツ教室などがほしい


９．情報・相談等

表　8-9　情報・相談等

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・パソコン・ＳＮＳ等の習得、訓練できる機会があるとよい

	
	・最後まできちんと話を聞いてほしい

	聴覚等障がい
	・身近に手話のできる人がほしい

	
	・聞こえない、聞き間違いなどで困ることが多い

	
	・公的機関や病院への相談や診療の予約など、電話では不可能であり、ＦＡＸでやり取りできると助かる

	
	・公共施設や病院、店舗等で電光表示での案内が必要である

	
	・映画・テレビなどの文字情報を増やしてほしい

	
	・スマホで気軽に情報が取れたり、頼めたりできるとよい

	
	・窓口に補聴器があると助かる

	
	・聴覚障がい者が利用できる支援制度等をもっと周知してほしい

	
	・民生委員・児童委員を知らない

	肢体不自由
	・法律、条例、支援サービスの情報提供がほしい

	
	・誰にでも相談できる場所が身近にあったり訪問してもらえるとよい

	
	・同じ病気で苦しむ方のアドバイスを聞きたい

	
	・法律相談ができる場が必要である

	
	・市役所の窓口対応は親切だと感じる

	
	・高齢者、障がい者が行動しやすい窓口にしてほしい

	
	・窓口が事務的である

	内部障がい
	・市の積極的な情報提供を望む

	
	・相談の場がわかりづらい

	
	・親身に相談にのってもらいたい

	
	・行政や病院で十分な相談支援が得られない

	
	・いろんな手続きが複雑で面倒なため、もっと簡単にしてほしい

	
	・障害者年金の手続き等を簡単にしてほしい

	
	・受付で担当者以外だと待たされることが多い

	知的障がい
	・福祉避難所の情報をもっとわかりやすく公開してほしい

	
	・お金に困った時に相談できるところがあるといい

	
	・将来のことを考えると心配であり、どこに相談してよいかわからない

	
	・相談支援員に訪問してもらいたい

	
	・行政の窓口対応をしっかりしてほしい


	区　　分
	主な内容

	精神障がい
	・福祉サービスをまとめた冊子がほしい

	
	・相談の場をつくってほしい（障がい者同士も含めて）

	
	・通院で先生と十分話ができない

	
	・入院中相談相手がいない

	
	・精神障がい者の心のケアをできる専門の方をもっと増やす

	
	・役所や保健所での手続きが困難なため、代理人がスムーズに行えるような方法を考えてほしい

	指定難病
	・法律、条例などを広報で知らせて、わかりやすく説明してほしい

	
	・インターネットでの情報入手では、パソコンを使用できない人は困る

	
	・障がい福祉に関する相談窓口がどこかわからない

	
	・民生委員の役割を知りたい

	手帳未所持
	・要望を伝えられる機会が限られているので、物事を伝えやすい場や問合せ先があるとよい

	障がい児
	・福祉サービスや施設の手続き等の情報提供をもっとしてほしい

	
	・障がい福祉の制度やサービス利用について、わかりやすくしてほしい

	
	・健診の時などに福祉サービスや療育機関等がわかるパンフレットが配布等されるとよい

	
	・メール等を活用して情報提供してほしい

	
	・友人などから、少なくても情報が入ってくることがうれしい

	
	・専門家を配置するなどし、いろいろなことがまとめて相談できる窓口がほしい

	
	・親の要望を気軽に聞いてもらえる窓口を設けてほしい

	
	・相談時の職員の対応を見直してほしい

	
	・行政の事務手続きを簡素化してほしい

	
	・エールぎふで様々な手続きができると助かる


10．差別・理解

表　8-10　差別・理解

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・視覚障がいに対する理解や教育を充実してほしい（少数で理解されにくい）

	
	・点字ブロックの意味を小・中学生、高校生に理解してほしい

	
	・点字ブロックの上に商品や看板があり、歩くのに困る

	
	・金融機関等の窓口で記入する時に配慮してほしい

	聴覚等障がい
	・聴覚障がいの理解のための活動の場を広げるとよい

	
	・聴覚障がいの理解、難聴と「ろう」の違いについて理解してほしい

	
	・聴覚障がいは見た目ではわかってもらえない

	言語等障がい
	・音声、言語機能障がいは広く理解（認知）されているのか

	肢体不自由
	・障がい、障がい者に対する理解を促す

	
	・差別のない社会を望む

	
	・希少難病の理解をもっと広めてほしい

	
	・障がい者のマークが乱用されている

	内部障がい
	・内部障がい者は外見ではわからないので、周囲から理解されにくい

	
	・障がい者理解に対する教育が必要である

	
	・「障がい者」に対してどのようなイメージがあるのかを知りたい

	
	・行政の施設のバリアフリー化を進め、障がいへの配慮を図ってほしい

	
	・民生委員には障がい者に配慮した対応をしてほしい

	
	・ヘルプカードの普及を望む

	知的障がい
	・いろいろな障がいを理解していくことが難しい

	
	・障がい者と普通に接してほしい

	
	・障がい者への虐待や脅迫、ストーカー行為をなくす

	
	・サービスの利用にあたって周囲の偏見がある

	精神障がい
	・障がいに対する差別、偏見がある

	
	・精神障がいへの理解が必要である

	
	・発達障がいへの理解が必要である

	
	・職場や施設で差別や偏見がある

	
	・「障がい」の名称を変更し、イメージを変える


	区　　分
	主な内容

	指定難病
	・市民への法令や条例の周知が必要である

	
	・行政のやることは、本当の優しさや思いやりがないと感じる

	
	・障がい者用駐車場に健常者が駐車されることが多くあり問題である

	手帳未所持
	・障がい者と周囲の人が理解しあえる環境づくりができたらよい

	
	・子どもの頃から思いやりをもつ教育が必要である

	障がい児
	・障がいに対する偏見、差別をなくしてほしい

	
	・障害者差別解消法などの法律や条例が施行されても差別や偏見はなくならないと思う

	
	・障がいの有無に関わらず、一緒に学べることができれば、差別や偏見がなくなるのではないか

	
	・障がいについて学べる場をつくってほしい

	
	・障がい者を特別扱いするのもよくない

	
	・発達障がい、発達障がい児への理解を深めてほしい

	
	・親が子どものことを正しく理解する


11．その他

表　8-11　その他

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・障がい者用ICカードがほしい

	
	・アンケートの機会を増やしてほしい

	
	・点字のアンケートを作成すべきである

	聴覚等障がい
	・アンケートの結果を受けて、今後の取り組みについて広報等で報告してほしい

	肢体不自由
	・手助けを受けながら自分たちの行動範囲を広めていけるような社会、障がい者の生活しやすい社会、共生社会であってほしい

	
	・障がい者自身の自立心が必要である

	
	・計画が机上の空論にならないようにしてほしい

	
	・障がい者の等級の基準を考え直してほしい

	
	・障がい者手帳を常に持ち歩くのにカードサイズだとありがたい

	
	・福祉避難所での医療ケアやプライバシーの問題がある

	
	・まちづくりが不満である

	
	・アンケート結果を活用して、反映させてほしい

	内部障がい
	・協力できることがあれば積極的に活動したい

	
	・災害時での避難所での医療等に関する支援が必要である

	
	・非常時に食事の制限がある方はどうするのか不安である

	
	・福祉の方々がとても親切で助かっている

	
	・障がい者の実態調査を進め、福祉政策に役立ててほしい

	知的障がい
	・障がい児福祉に関してはとても充実しているので、障がい児から障がい者への継続した支援を望む

	
	・将来ある若者の障がい者に対する支援も必要である

	
	・文章が難しく、ほとんどわからない

	精神障がい
	・岐阜市の取り組みに満足している

	
	・障がいがメリットになるようなことをしたい

	
	・障がい者手帳などを取りに行くのが難しいので送ってほしい

	
	・障がいのニーズを把握している市であってほしい

	
	・アンケートを書けない人の意見こそ、くみとってほしい


	区　　分
	主な内容

	指定難病
	・障がい者に優しいまちづくりを進めてほしい

	
	・障がい福祉課と庁内関係部署との情報共有ができていない

	
	・指定難病患者にも障がい者手帳と同様の手帳が交付されることを希望する

	
	・アンケートに基づき、障がい者の立場での支援をしてほしい

	手帳未所持
	・改善するのは大変だが、お願いしたい

	障がい児
	・障がいの判定を見直してほしい

	
	・アンケートがわかりづらい、質問が多い、結果が反映されないなど

	
	・アンケートの結果を生活に生かしてほしい

	
	・アンケートに協力できて、うれしかった


第９章　考察
この章では、第２章から第７章までの調査結果のまとめを踏まえ、障がいのある人を取り巻く今日的な課題について分析してみます。

１．障がいのある人とない人との共生について

（１）障害者差別解消法等の認知度

これまで、本市においては、障害者計画に「誰もが自立してともに暮らすまちをめざして」を掲げ、障がいのある人とない人との共生社会の実現に向け、障がい者福祉の向上に取り組んできました。こうした中、共生社会の実現を図るため、平成28年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」と「岐阜県障害のある人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」が施行されました。

そこで、まず、これら障害者差別解消法等の認知度について、市民意識調査結果と比較したところ、大きな差はみられず、法律と条例いずれも概ね１～２割程度の認知度と　　なっています。

図　9-1　障害者差別解消法等の認知度

1  障害者等実態調査　今年（平成28年）の４月に「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律（障害者差別解消法）」と「岐阜県障害のあ

る人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」 が施行され

たことをご存じですか。

[image: image386.emf]ある あまりない 全くない


2 　市民意識調査　障がいの有無に関らず、互いに尊重し合い、共に生きる社会をめ

ざすため、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障

害者差別解消法）」や「岐阜県障害のある人もない人も共に生き

る清流の国づくり条例」が平成28年４月から、施行されたこと

を知っていますか。
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（２）障がいのある人への差別や偏見

次に、障がいのある人への差別や偏見を感じるかどうかについて、市民意識調査結果を見ると、「差別や偏見を感じる」は、5.2％にとどまり、障がいのある人の意識（「ある」）と比べて差が顕著になっています。

図　9-2　障がいのある人への差別や偏見

　　①　障害者等実態調査　日常生活において、障がいがあるために差別や偏見を感じることはありますか。
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　　②　市民意識調査　障がいのある方への周囲の接し方についてどのように感じますか。
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（３）障がいのある人への理解や配慮

また、障がいのある人への理解や配慮を感じるかどうかについても、市民意識調査結果を見ると、「理解や配慮がされていると感じる」は、9.2％にとどまり、障がいのある人の意識（「ある」）と比べて差が顕著になっています。

図　9-3　障がいのある人への理解や配慮

　　①　障害者等実態調査　日常生活において、障がいについて理解や配慮があり、よ
かったと感じたことはありますか。（○は１つ）
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　　②　市民意識調査　障がいのある方への周囲の接し方についてどのように感じますか。
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市民意識調査では、さらに、障がいのある人への理解や配慮の意向についてたずねており、「そう（理解や配慮をしようと）思う」が61.9％となっている一方、「そう思うが、どのように理解や配慮をすればよいかわからない」が36.8％に及んでいます。

差別や偏見（208ページ）、理解や配慮（209ページ）の市民意識調査結果においていずれも「感じる」の割合が顕著に低く、「ある程度」感じるなどのあいまいな意識が高い割合を示していることは、「どのように理解や配慮をすればよいかわからない」という意識がかかわっているものと推察されます。
　　③　市民意識調査　障がいのある方について、理解や配慮をしようと思いますか。
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（４）生活満足度

生活満足度について、市民意識調査結果と比較したところ、いずれも「満足している」の割合が高くなっているものの、「どちらかといえば満足している」と合わせると、特に、精神に障がいのある人、手帳未所持者で市民意識調査結果より割合が低くなっています。

障がいのある人の就労での困りごと（73ページ）などの実感や暮らしへのニーズ（175ページ）などの意向において、「障がいについての理解や配慮」が上位にあることを踏まえると、「障がいについての理解や配慮」を促進していくことにより、障がいのある人の生活満足度もより高まるものと推察されます。

図　9-4　 生活満足度

[image: image397.emf]44.4

　　①　障害者実態調査　現在の生活について、どのように感じていますか。
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　　②　市民意識調査　現在の生活に満足していますか。
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２．発達障がいのある人への支援について

（１）年齢・性別

障害者差別解消法の施行後、平成28年８月に「発達障害者支援法の一部を改正する法律」が施行されました。発達障がいには、自閉症のほか、注意欠陥・多動性障がいや学習障がいなどの種類があり、知的障がいを伴うこともあります。障がい者手帳としては、知的障がいを伴う場合は療育手帳を所持することもありますが、精神障害者保健福祉手帳を所持することもあり、また、手帳を取得できずに障害福祉サービスを利用している人もいます。とりわけ知的障がいを伴う人の実態や意向等をこのような調査により把握することは難しく、その全容を把握することは容易ではありませんが、発達障がいのある人の実態や意向等をできる限り明らかにしていくことは、その特性に応じた支援策を推進していく上で必要となります。

したがって、ここでは、知的障がいを伴わない発達障がいのある人の実態や意向等について、この調査結果のうち、精神障がいのある人で発達障がいの症状のある人（10　　ページ）と手帳未所持児童（手帳を取得せずに障害福祉サービスを利用している児童）の回答を抽出し、分析してみます。

まず、上記回答者を年齢階層別、性別にみると、図9-5のとおりとなっています。

図　9-5　年齢・性別

　　①　年齢
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[image: image403.emf]Ａ Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ わからない


[image: image404.emf]身体障がい（N = 1,086） 視覚障がい（N = 118）

聴覚等障がい（N = 100） 言語等障がい（N = 13）

肢体不自由（N = 409） 内部障がい（N = 440）

　　②　性別
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（２）支援の状況

支援の状況をみてみると、「支援を必要とすることがある」が73.1％と、知的障がいのある人、障がいのある児童より割合が低く、精神に障がいのある人などより割合が高くなっています。

図　9-6　日常生活で支援を必要とすることがありますか。
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（３）支援者

主な支援者としては、「父母・義父母」の割合が特に高く、年齢は、「30歳代」「40歳代」の割合が高くなっています。

[image: image408.emf]自宅（家族等と同居） 自宅（ひとり暮らし）

グループホーム 入所施設

高齢者向けの入居・入所施設 その他

図　9-7　いつも支援してくれる方は、どなたですか。
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図　9-8　いつも支援してくれる方の年齢は。

（４）現在と今後の住まい

現在と今後の住まいについてみてみると、「自宅」の割合が特に高く、現在の住まいとして「入所施設」「グループホーム」はないものの、今後の住まいとしてはそれぞれ2.1％となっています。

[image: image410.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上

図　9-9　現在の住まいはどれですか。
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[image: image413.emf]ほぼ毎日 週２回以上 月３～４回

月１～２回 ほとんど通院しない その他

図　9-10　これからの生活をどこで送りたいですか。

（５）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズについては、「障がいの特性にあったサービスを設ける」の割合が最も高く、次いで、「申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする」などの割合も比較的に高くなっています。

図　9-11　自宅や通所施設等でのサービスをより良いものとし、生活を充実させるためには、何が必要だと思いますか。
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（６）就労の状況

就労の状況をみてみると、「仕事をしている」割合は、知的障がいのある人より低く、精神に障がいのある人などより高くなっています。

図　9-12　仕事や通学の状況は、どれにあたりますか。
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[image: image416.emf]障がい児（N = 347） 身体障がい（N = 148）

知的障がい（N = 183） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 17）

手帳未所持（N = 66）


なお、就労の形態としては、「正職（社）員」「正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）」の割合が比較的に高くなっています。

図　9-13　どのような形で働いていますか。
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[image: image418.emf]障がい児（N = 364） 身体障がい（N = 150）

知的障がい（N = 198） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 67）


（７）就労での困りごと

就労での困りごとについては、「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」の割合が最も高く、次いで、「障がいについて理解や配慮をしてもらえない」の割合も高く、ともに比較的に顕著になっています。

[image: image419.emf]50万円以下 50万円以上～100 万円未満

100 万円以上～200 万円未満 200 万円以上～500 万円未満

500 万円以上～800 万円未満 800 万円以上

図　9-14　仕事の悩みや困っていることはありますか。

（８）働くための環境づくり

働くためのに必要なことについては、「就職に結びつく技術や知識を習得する機会が提供されていること」「働く場の紹介（斡旋）や相談が充実していること」などの割合が比較的に高くなっています。

図　9-15　障がいのある方が働くためには、どのようなことが必要だと思いますか。
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（９）差別や偏見

差別や偏見を感じることがあるかどうかについては、「ある」の割合が、知的・精神に障がいのある人、障がいのある児童より低くなっています。

図　9-16　日常生活において、障がいがあるために差別や偏見を感じることはありますか。
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（10）理解や配慮

理解と配慮があり、よかったと感じたことがあるかどうかについては、「ある」の割合が、障がいのある児童などより低く、知的・精神に障がいのある人と同程度となっています。

図　9-17　日常生活において、あなたの障がいについて理解や配慮があり、よかったと感じたことはありますか。
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（11）生活満足度

生活満足度については、「満足している」割合が、知的障がいのある人、障がいのある児童により低く、精神に障がいのある人などより高くなっています。

図　9-18　現在の生活についてどのように感じていますか。
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（12）暮らしやすい環境づくり

暮らしやすくするためのニーズについては、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」の割合が最も高く、次いで、「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」の割合が高くなっています。

知的障がいを伴わない発達障がいのある人は、比較的に、日常生活において支援を必要とせず、就労しているものの、働く上で障がいについての理解や配慮、コミュニケーションなどに困っていることから、特に就労を中心に「障がいについての理解を深める」ことが重要な課題であることがうかがわれます。
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図　9-19　暮らしやすくなるために特にしてほしいことは、どのようなことですか。

単位：％
	区分
	有効回答数（Ｎ）
	毎日の生活の手助けがもっとほしい
	外出（買物、映画鑑賞など）の支援をしてほしい
	障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい
	障がいのある人の働ける企業が増えてほしい
	型事業所が増えてほしい
将来、働くのが困難なので、就労継続支援Ａ型・Ｂ
	が増えてほしい
自立した生活を送ることができるように訓練する場
	障がいに適した設備をもった住宅が増えてほしい
	外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい
	いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい
	年金などの経済的な援助を増やしてほしい
	に対する支援をしてほしい
スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸術活動
	制度をもっとわかりやすく紹介してほしい
	特にない
	その他

	障がい児
	367
	11.2
	12.3
	55.6
	54.8
	27.0
	38.4
	20.7
	28.6
	34.9
	35.7
	16.6
	43.6
	6.5
	3.0

	
	知的

障がい
	204
	16.7
	17.6
	60.8
	61.8
	39.7
	45.6
	26.0
	35.3
	38.7
	41.7
	20.1
	47.1
	2.5
	4.9

	
	精神

障がい
	22
	18.2
	22.7
	77.3
	54.5
	18.2
	27.3
	18.2
	31.8
	31.8
	45.5
	27.3
	40.9
	9.1
	4.5

	
	手帳

未所持
	66
	0.0
	3.0
	56.1
	48.5
	12.1
	37.9
	9.1
	15.2
	37.9
	30.3
	9.1
	40.9
	12.1
	1.5


３．重度・重複障がいのある人への支援について

（１）年齢・性別

最後に、主な支援者である家族等の負担が大きく、とりわけ今後の「親なき後」を見据えた対応が必要とされている重度・重複障がいのある人の実態や意向等について、この調査結果のうち、いわゆる「重心」である身体障害者手帳１・２級（下肢・体幹）と療育手帳Ａ・Ａ１・Ａ２を所持している人の回答を抽出し、分析してみます。

まず、上記回答者を年齢階層別にみると、18歳未満が73.4％となっており、性別をみると、「女性」に比べて「男性」の割合が高く、６割を超えています。

図　9-20　年齢・性別
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利用したことはなく、今後も利用しない

小学校へ入学したら、利用したい

わからない
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　　②　性別

[image: image430.emf]ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない


（２）支援者

主な支援者としては、「父母・義父母」の割合が特に高く、年齢は「30歳代」「40歳代」の割合が高くなっています。

図　9-21　いつも支援してくれる方は、どなたですか。
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図　9-22　いつも支援してくれる方の年齢は。
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[image: image433.emf]障がい児（N = 376） 身体障がい（N = 151）

知的障がい（N = 204） 精神障がい（N = 22）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 69）


（３）将来の支援のあり方

主な支援者に、高齢や病気などで、将来支援してもらえなくなった際の暮らし方については、「施設に入所したい」の割合が最も高く、身体・知的障がいのある人、障がいのある児童より高くなっています。

図　9-23　いつも支援してくれる方が高齢、病気などで、将来支援してもらえなくなった場合、どうしたいと思いますか。
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[image: image435.emf]％
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（４）現在と今後の住まい

現在と今後の住まいについてみてみると、「自宅」の割合が特に高く、「入所施設」の割合にあまり変化はないものの、今後の住まいとして「グループホーム」が5.4％となっています。

図　9-24　現在の住まいはどれですか。

[image: image436.emf]障がい児（N = 357） 身体障がい（N = 147）

知的障がい（N = 199） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 65）


[image: image437.emf]障がい児（N = 350） 身体障がい（N = 137）

知的障がい（N = 188） 精神障がい（N = 22）

指定難病（N = 7） 小児慢性特定疾病（N = 17）

手帳未所持（N = 66）


図　9-25　これからの生活をどこで送りたいですか。
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[image: image439.emf]障がい児（N = 301） 身体障がい（N = 123）

知的障がい（N = 164） 精神障がい（N = 15）

指定難病（N = 7） 小児慢性特定疾病（N = 13）

手帳未所持者（N = 57）


（５）生活支援サービス

重度訪問介護の利用について、「利用している」は14.3％と、身体・知的障がいのある人より割合が高くなっています。また、「今後利用したい」も50.0％と高くなっています。

図　9-26　重度訪問介護の利用状況は、どれにあたりますか。
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[image: image441.emf]障がい児（N = 354） 身体障がい（N = 146）

知的障がい（N = 195） 精神障がい（N = 22）

指定難病（N = 6） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 64）


また、児童発達支援サービスの利用については、「利用している」「今後利用したい」とも、障がいのある児童と同程度の割合となっています。
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図　9-27　児童発達支援の利用状況は、どれにあたりますか。

（６）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズについては、「サービス提供事業所を増やす」「サービスの時間や回数（日数）を増やす」「サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理解を促進する」「事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を行う」などの割合が比較的に高くなっています。

図　9-28　自宅や通所施設等でのサービスをより良いものとし、生活を充実させるためには、何が必要だと思いますか。

[image: image443.emf]障がい児（N = 280） 身体障がい（N = 108）

知的障がい（N = 157） 精神障がい（N = 20）

指定難病（N = 3） 小児慢性特定疾病（N = 13）

手帳未所持（N = 50）


（７）外出の状況

外出の状況をみると、「ほぼ毎日」「週３～４回」を合わせた割合が６割程度と、知的障がいのある人と同程度で、身体に障がいのある人、障がいのある児童より低くなっています。

図　9-29　過去１年間にどれくらい外出しましたか。
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[image: image445.emf]障がい児（N = 352） 身体障がい（N = 144）

知的障がい（N = 193） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 17）

手帳未所持（N = 64）


（８）通院の状況

通院の状況をみると、「月１～２回」の割合が最も高く、身体・知的障がいのある人、障がいのある児童より高くなっています。

図　9-30　どのくらいの頻度で通院していますか。
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（９）外出での移動手段

外出の移動手段をみると、「自家用車（乗せてもらう）」の割合が最も高く、「車いす」の割合も特に高くなっています。

図　9-31　外出のときの移動手段は何ですか。

[image: image448.emf]重度・重複障がい（N = 71） 身体障がい（N = 1,176）

知的障がい（N = 208） 障がい児（N = 367）


（10）暮らしやすい環境づくり

暮らしやすくするためのニーズについては、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」の割合が最も高く、次いで、「外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい」の割合も特に高くなっています。

重度・重複障がいのある人は、将来的には、主な支援者である親の高齢化等に伴う入所施設等の確保が特に必要になるものの、今日的には、生活支援サービスの提供体制等の充実のほか、周囲の理解や通院などの外出の際に車いすで移動できるような環境整備が重要な課題であることがうかがわれます。

[image: image449.emf]-

図　9-32　暮らしやすくなるために特にしてほしいことは、どのようなことですか。

[image: image450.emf]発達障がい（N = 90） 知的障がい（N = 208） 精神障がい（N = 207）

手帳未所持（N = 25） 障がい児（N = 367）
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[image: image452.emf]持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 入所施設

その他

[image: image453.emf]N =

376

５歳以下 90

６～11歳 137

12～14歳 57

15～17歳 75

   身体障がい 153

   知的障がい 206

   精神障がい 22

   指定難病 9

   小児慢性特定疾病 18

   手帳未所持 68

   障がい児

72.6

67.8

77.4

70.2

73.3

72.5

75.7

68.2

66.7

77.8

69.1

22.6

30.0

19.0

28.1

16.0

21.6

18.9

22.7

33.3

22.2

29.4

2.4

1.1

1.5

1.8

5.3

1.3

2.4

4.5

1.5

1.3

1.5

4.0

2.6

2.4

1.1

1.1

0.7

1.3

2.0

0.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[image: image454.emf]N =
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[image: image455.emf]自宅（家族等と同居） 自宅（ひとり暮らし） グループホーム

入所施設 その他

[image: image456.emf]自宅 グループホーム 入所施設 その他
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やすくする

申請や契約などの事務手続きを

わかりやすくする

特にない

その他
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[image: image458.emf]障がい児（N = 367） 身体障がい（N = 149）

知的障がい（N = 199） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 68）

[image: image459.emf]N =

83.2
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[image: image460.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない

[image: image461.emf]N =

重度・重複障がい 14

身体障がい 428

知的障がい 198
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[image: image462.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない

[image: image463.emf]身体障がい（N = 1,139）

[image: image464.emf]指定難病（

N = 208

）

[image: image465.emf]手帳未所持（

N = 25

）

[image: image466.emf]身体障がい（

N = 147

）

[image: image467.emf]％

身体・知的障害者相

談員

岐阜市障害者生活支

援センター

障害者就業・生活支

援センター

障害福祉サービス等

事業所

地域活動支援センター

社会福祉協議会

ハローワーク

岐阜県障がい者差別

解消推進センター

相談できる相手がいな

い

誰に相談したらよいか

わからない

その他
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[image: image468.emf]知的障がい（

N = 200

）

[image: image469.emf]指定難病（

N = 8

）

[image: image470.emf]就職（一般就労）したい

自営業（家の仕事の手伝いを含む）

内職

就労移行支援事業所を利用したい

就労継続支援Ａ型事業所を利用したい

就労継続支援Ｂ型事業所を利用したい

生活介護事業所、障害者デイサービスセンターを利用したい

通常の学級・学校、専門学校、大学等に進学したい

特別支援学級、特別支援学校に進学したい

考えていない

その他
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